
特集 新東名がやってくる

4月1日からバス路線などが変わります
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新城高校商業科3年生が全国初の快挙
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今月の人口
平成21年3月1日現在（前月比）

※転出の取り消しなどで、総人口前月比
　の合計と異動事由の集計が一致しない
　月もあります。

総人口… 51,504人（－12）

男……… 25,331人　 （－1）

女……… 26,173人（－11）

世帯数…………16,492世帯

緊 急 医

休 日 診 療 所
夜 間 診 療 所

出生……26人

死亡……46人

転入……80人

転出……73人

QRコードを利用しますと

携帯電話から緊急医の

情報をご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

☎23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

眼　 科

午前9時30分～午後4時30分

医　 科

午前9時～正午

開 設 日

開 設 場 所

歯　 科

整形外科

皮 膚 科

4月　5日（日）・12日（日）

　　19日（日）・26日（日）

　　29日（祝）

石川整形外科
クリニック
☎24-6500

（平　井）

☎24-6022

皮フ科
新栄クリニック

（平　井）

診療は医科・歯科ともに外

来のみです。利用されると

きは、必ず「健康保険証」

などをご持参ください。

2

いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

( 富永 )

（大野田）

（長篠）

( 海老 )

（平井）

（玖老勢）

(下吉田)

（緑が丘）

( 本町 )

( 川路 )

( 富沢 )

(東新町)

（本町）

（平井）

（中市場）

（平井）

(東新町)

( 大野 )

（的場）

( 大野 )

(東新町)

（的場）

( 富沢 )

( 栄町 )

( 栄町 )

( 大野 )

（長篠）

（副川）

（東新町）

（杉山）

内科、小児科

診 療 時 間

午後8時～午後11時

（受付／午後7時30分～午後10時30分）

開　設　日

月、火、金、土曜日（祝日は除く）

休　診　日

水、木、日曜日、国民の祝日

および年末年始

開 設 場 所

新城市夜間診療所

新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

☎24-1161

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

平日／午後7時～午後11時
休日／午前9時30分～午後4時30分

2

12

22

木

日

水

夜

昼

夜

平日／午後7時～午後11時

14 火 夜

21

26

火

日

夜

昼

さくら眼科
☎22-4100

（上平井）

春日眼科
☎24-3222

（杉 山）
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内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

内科・小児科
（午後8時～午後11時）

住宅

住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場をご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

新城市夜間診療所位置図

正面
玄関

身障者
駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

絵本の読み聞かせ【文】（図）

世界保健デー

小学校入学式

中学校入学式

夜
　
間

診
療
所

緊
急
医

外来のみですので、受診を希望される方は、

電話で容態を事前に連絡してお越しください。

また、緊急医は都合で変わることがあります。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。

医師の都合により、診療時間の変更また

は休診することがあります。

暮らしのカレンダー
【文】文化会館　　【青】青年の家　　【体】市民体育館

【西】西部公民館　【資】歴史資料館　【は】はつらつセンター

【観】観来館　　　【開】作手開発センター

アイデア教室【は】

アイデア教室【は】

昭和の日

未成年者飲酒防止強調月間
（～30日）

春の全国交通安全運動（～15日）

科学技術週間（～20日）

みどりの月間（～5月14日）

製品安全点検日

発明の日

世界結核デー

絵本の読み聞かせ【文】（図）

体育室親子無料開放(午後)【青】

交通死亡事故ゼロを目指す日

くまがい医院

あいきょうクリニック

荻野医院

宮本病院

内山医院

今泉医院

織田医院

緑が丘診療所

おさだファミリークリニック

しんしろフィットクリニック

茶臼山厚生病院

西新町内科整形外科外科医院

中根医院

米田内科

のだクリニック

内山医院

西新町内科整形外科外科医院

星野病院

中村医院

ほうらいクリニック

村松内科

中村医院

茶臼山厚生病院

高木内科医院

今泉病院

ほうらいクリニック

ながしのクリニック

静巌堂医院

村松内科

ちさと医院



　
新
東
名
は
神
奈
川
県
か
ら
静

岡
県
を
経
由
し
、
愛
知
県
ま
で

を
つ
な
ぐ
全
長
254
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
高
速
道
路
。
市
に
は
、

新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
設

楽
原
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
設

置
さ
れ
る
。
全
線
が
従
来
の
東

名
高
速
よ
り
も
高
規
格
で
設
計

さ
れ
て
お
り
、
よ
り
安
全
で
快

適
な
走
行
が
可
能
と
な
る
。

　
特
に
、
名
古
屋
・
東
京
と
ダ

イ
レ
ク
ト
に
つ
な
が
る
新
城
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
持
つ
可
能

性
は
未
知
数
で
あ
る
が
、
地
元

で
は
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
期
待

し
て
い
る
。

　
こ
の
特
集
で
は
、
新
東
名
の

持
つ
可
能
性
や
工
事
の
進
ち
ょ

く
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、
新
東
名
へ
の
期
待
の
大

き
さ
を
紹
介
す
る
。

ほ の か 新 聞 　　　　　　　　　　平成21年4月

工
事
着
々
と
進
行
中
　
新
東
名
高
速
道
路
が
、
い
よ
い
よ
実
感
で
き
る
状
況
に
な

っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
工
事
用
道
路
の
工
事
や
埋
蔵
文
化
財

調
査
な
ど
事
前
準
備
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
本

線
工
事
が
活
発
化
す
る
。

多くの期待を集める新東名高速道路（臼子橋イメージ図）

（国道301号から見た臼子橋イメージ図）
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通
過
ル
ー
ト

　
新
東
名
は
、
東
は
神
奈
川
県
の
海
老
名

南
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
静
岡
県
内
を
経

て
、
愛
知
県
内
の
豊
田
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
に
至
り
、
現
在
の
伊
勢
湾
岸
自
動
車
道
、

東
海
環
状
自
動
車
道
に
接
続
し
ま
す
。

　
新
城
市
内
で
は
、
静
岡
県
境
か
ら
名
古

屋
方
面
へ
と
向
か
い
、
国
道
257

号
と
ほ

ぼ
併
走
し
、
そ
の
後
紺
西
地
区
か
ら
本
久

地
区
ま
で
２
本
の
ト
ン
ネ
ル
で
通
過
し
ま

す
。
牛
淵
付
近
で
豊
川
を
渡
り
、
八
束
穂

地
区
の
国
道
151

号
交
差
個
所
に
あ
る
新

城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
至
り
ま
す
。

　
そ
し
て
西
側
に
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進

ん
だ
富
永
、
矢
部
地
区
に
設
楽
原
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に

西
進
し
片
山
地
区
か
ら
川
田
、
川
田
原
地

区
ま
で
４
本
の
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
、
豊
川

市
に
抜
け
ま
す
。

工
事
費

　
愛
知
県
内
（
引
佐
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か

ら
豊
田
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
）
で
は
、

用
地
費
や
工
事
費
な
ど
の
総
事
業
費
は
約

７
千
億
円
で
す
。

完
成
時
期

　
新
東
名
の
完
成
時
期
は
、
静
岡
県
内
（
御

殿
場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
引
佐
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
ま
で
）
が
平
成
24

年
度
、
愛

知
県
内
（
引
佐
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
豊

田
東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
ま
で
）
が
平
成

26

年
度
を
目
標
と
し
、
平
成
32

年
度
の

神
奈
川
県
内
の
完
成
を
も
っ
て
全
線
完
成

予
定
で
す
。

※
（
図
6
）
参
照

新
城
市
内
で
の
工
事
の
実
施
状
況

　
も
っ
と
も
工
事
が
進
ん
で
い
る
個
所
は

紺
西
地
区
の
浦
梨
沢
工
事
で
す
。
約
２，

５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
鳳
来
ト
ン

ネ
ル
の
掘
削
を
開
始
す
る
た
め
東
側
坑
口

付
近
を
先
行
し
施
工
し
て
い
ま
す
。
（
図

2
）
（
図
3
）
主
に
交
差
す
る
沢
や
林
道

を
付
け
替
え
す
る
工
事
で
す
。
そ
の
他
、

新
戸
地
区
（
図
4
）
や
柿
本
地
区
に
お
い
て

は
、
工
事
用
道
路
と
し
て
の
仮
桟
橋
の
施

工
や
一
部
橋
脚
基
礎
の
工
事
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
須
長
、
大
宮
地
区
の
設
楽
原
決

戦
場
北
側
に
位
置
す
る
名
高
田
高
架
橋（
図

5
）の
基
礎
工
事
を
開
始
し
、
片
山
、
上

平
井
地
区
で
は
、
本
線
と
交
差
す
る
県
道

作
手
清
岳
新
城
線
や
河
川
な
ど
の
付
替
工

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

N
E
X
C
O
中
日
本
か
ら
の
お
願
い

　
土
砂
運
搬
作
業
な
ど
で
一
般
道
を
利
用

し
ま
す
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
に
安
全
第
一
で
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
東
名
に
期
待
す
る
も
の
と
し
て
次
の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
現
在
の
東

名
の
渋
滞
の
緩
和
で
す
。
二
つ
目
は
事
故

や
補
修
工
事
に
よ
る
規
制
時
の
代
替
路
の

役
割
で
す
。
三
つ
目
は
東
海
・
東
南
海
地

震
な
ど
災
害
時
の
緊
急
輸
送
路
と
し
て
の

役
割
で
す
。
す
で
に
静
岡
県
内
で
は
工
事

区
間
を
利
用
し
た
輸
送
訓
練
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
渋
滞
や
工
事
、
そ
し
て
災
害
時

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
に
応
じ
て
ド
ラ
イ

バ
ー
が
経
路
を
選
択
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
交

通
を
確
保
す
る
こ
と
が
新
東
名
の
大
き
な

目
的
で
す
。

新
東
名
の
目
的

新東名が市内をどのように通過するのかを、

航空写真（図1）に重ねて、ご紹介します。

新城市役所

名高田高架橋工事状況（図5）

（左）鳳来トンネル東坑口（図2）

（左下）鳳来トンネル東坑口完成イメージ（図3）

（下）新戸地区の工事状況（橋脚工事）（図4）

新東名沿線航空写真（図1）

トンネル区間

一
般

国
道

151号

設楽原決戦場からの完成イメージ新東名完成予定年度（図6）

（図2）（図5）

（図2・3） （図4）

（図3） （図4）

（図5）（図5）

鳳来
総合支所

き

よ

お

か

う

ら

な

し

ざ

わ

ネ

ク

ス

コ

あ

ら

と

な

こ
う

だ

い

な

さ
と

よ

が

わ

ほ
ん
き
ゅ
う

こ

ん

せ

い
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内
外
と
も
に
大
変
革
期
に
入
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
で
、
新
東
名
が
で

き
る
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　
自
治
体
運
営
を
や
っ
て
き
て
感
じ
る

の
は
、
経
済
の
山
や
谷
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
が
、
比
較
的
中
期
的
な
将
来
展

望
に
立
つ
と
、
日
本
各
地
で
い
く
つ
か

「
ホ
ッ
ト
・
ゾ
ー
ン
」
と
呼
べ
る
よ
う

な
開
発
地
域
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
条
件
が
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
５
年

と
か
10
年
の
期
間
に
、
交
通
体
系
が
劇

的
に
変
化
す
る
エ
リ
ア
で
す
。
先
日
、

N
E
X
C
O
中
日
本
の
方
と
お
話
し
た

な
か
で
、
新
東
名
の
最
も
き
つ
い
カ
ー

ブ
の
半
径
は
、
３，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
と

い
わ
れ
ま
し
た
。
「
300
メ
ー
ト
ル
の
間

違
い
で
は
な
い
で
す
か
」
と
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、
「
３，
０
０
０
メ
ー
ト
ル
で

す
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
現
東
名
の

一
番
き
つ
い
所
が
300
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
。

箱
根
の
峠
で
す
ね
。
半
径
300
メ
ー
ト
ル

の
カ
ー
ブ
を
高
速
で
走
っ
て
い
く
の
は
、

か
な
り
緊
張
を
要
し
ま
す
。
新
東
名
の

場
合
は
、
そ
れ
が
最
低
３，
０
０
０
メ
ー

ト
ル
と
い
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
直
線
が

続
く
よ
う
な
感
覚
で
す
し
、
も
と
も
と

３
車
線
設
計
で
す
。
お
そ
ら
く
物
流
な

ど
の
重
心
は
、
現
東
名
か
ら
新
東
名
に

移
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思

い
ま
す
。

　
人
間
の
「
距
離
感
覚
」
と
い
う
も
の

を
考
え
る
と
、
も
ち
ろ
ん
ベ
ー
ス
に
あ

る
の
は
空
間
距
離
で
す
ね
。
「
何
キ
ロ

離
れ
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。
け

れ
ど
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
移

動
に
か
か
る
時
間
で
違
っ
て
く
る
「
時

間
距
離
」
、
費
用
で
違
っ
て
く
る
「
経

済
距
離
」
、
そ
れ
に
気
持
ち
の
な
か
で

思
い
描
く
負
担
感
で
違
っ
て
く
る
「
心

理
距
離
」
な
ど
、
複
合
し
た
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
新
城
市
の
場
合
、
た
と
え
ば
「
愛
知

県
」
の
単
位
で
み
る
と
、
「
極
東
」
で
、

病
院
問
題
な
ど
で
よ
く
言
わ
れ
た
の
は
、

「
医
師
が
名
古
屋
市
か
ら
行
く
の
に
遠

す
ぎ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
し
か

に
今
の
交
通
体
系
か
ら
い
う
と
、
遠
い

で
す
。
け
れ
ど
新
東
名
が
で
き
る
と
、

大
き
く
違
っ
て
き
ま
す
。
時
間
距
離
が

ぐ
ん
と
縮
ま
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
浜
松
圏
と
の
関
係
で
い
う

と
、
県
境
を
は
さ
ん
で
い
る
の
で
、
実

際
に
は
す
ご
く
近
い
の
に
、
な
ん
と
な

く
心
理
的
な
距
離
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
行
き
来
が
ひ
ん
ぱ
ん
に
な
る

と
、
次
第
に
解
消
し
て
い
き
ま
す
。
親

し
い
人
が
い
る
場
所
は
、
行
き
来
が
苦

に
な
ら
な
く
な
る
よ
う
に
で
す
ね
。
新

東
名
に
加
え
て
三
遠
南
信
自
動
車
道
も

で
き
ま
す
の
で
、
こ
れ
は
も
う
間
違
い

な
く
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
、
東
京
圏
と
は
ど
う
か
。

新
東
名
が
開
通
す
る
と
、
新
城
―
東
京

間
は
、
時
間
的
に
は
新
幹
線
利
用
と
変

わ
ら
な
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

料
金
体
系
で
い
う
と
、
高
速
利
用
の
方

に
割
高
感
が
残
り
ま
す
。
け
れ
ど
高
速

道
路
料
金
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
普
及
な
ど
で

さ
ら
な
る
割
引
き
が
進
ん
で
い
き
ま
す

の
で
、
こ
の
コ
ス
ト
も
劇
的
に
変
わ
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
若
い
人
な
ど
に

と
っ
て
は
、
高
速
バ
ス
が
、
も
っ
と
利

用
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
新
東
名
の
開
通
は
、

こ
の
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
も
た
ら
す
と
見
て
い
ま
す
。
三
遠
南

信
自
動
車
道
や
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

計
画
な
ど
も
合
わ
せ
て
み
る
と
、
新
城

市
は
こ
の
地
方
の
新
し
い
「
ヘ
ソ
」
に

な
る
条
件
を
備
え
て
い
る
の
で
す
。

　
新
城
市
第
一
次
総
合
計
画
『
市
民
が

つ
な
ぐ
　
山
の
湊
　
創
造
都
市
』
は
、

「
新
東
名
」
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

　
こ
の
地
域
に
新
た
な
発
展
の
可
能
性

を
も
た
ら
す
「
新
東
名
」
に
、
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で

き
る
こ
と
で
、
都
市
圏
へ
の
接
続
が
便
利

に
な
り
ま
す
。
（
図
７
）

　
東
京
ま
で
約
３
時
間
15
分
要
し
て
い
た

と
こ
ろ
が
、
約
２
時
間
30
分
と
な
り
、
約

45
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
名
古
屋
（
名

古
屋
高
速
丸
の
内
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
）

ま
で
は
所
要
時
間
が
55
分
と
な
り
、
１
時

間
を
切
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
図
8
）

　
二
つ
目
は
、
県
外
や
市
外
の
高
度
医
療

施
設
へ
搬
送
す
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
第
３
次
救
急
医
療
施
設
で

あ
る
浜
松
西
部
の
高
度
医
療
施
設
ま
で
、

所
要
時
間
が
10
分
間
短
縮
さ
れ
ま
す
。
重

篤
患
者
の
搬
送
は
、
秒
単
位
で
患
者
の
生

死
が
左
右
さ
れ
る
た
め
、
10
分
間
の
短
縮

大
変
は
貴
重
な
の
で
す
。
（
図
9
）

距離感覚の短縮がもたらす
地域へのインパクト

新
東
名
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て

想
定
さ
れ
る
変
化

設楽原パーキングエリア付近イメージ

高度医療施設への搬送所要時間（図9）

（図8）

新城インターチェンジ（図7）

料金所

み
な
と

と

く

じ
ゆ
う
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外
な
こ
と
で
す
が
、
私
ど
も
の
経
営
す
る
旅

　
　
館
の
利
用
客
は
、
県
外
の
人
が
大
部
分
を
占

め
ま
す
。
今
回
、
新
東
名
の
イ
ン
タ
ー
が
新
城
に

で
き
る
こ
と
は
、
そ
ん
な
県
外
の
人
に
湯
谷
温
泉
、

ひ
い
て
は
奥
三
河
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
１
時
間
以
内
で
三
河

各
地
の
観
光
名
所
に
行
け
る
新
城
は
、
今
後
増
加

が
見
込
ま
れ
る
年
配
の
人
の
腰
を
落
ち
着
け
た
旅

の
拠
点
に
最
適
で
す
。

　
旅
館
を
拠
点
に
各
名
所
を
巡
り
、
豊
富
な
歴
史

や
伝
統
文
化
を
学
ぶ
。
そ
し
て
、
山
の
幸
を
味
わ

い
温
泉
に
つ
か
り
一
日
の
疲
れ
を
癒
す
。
ひ
と
り

で
訪
れ
て
も
あ
き
る
こ
と
な
く
、
数
日
を
過
ご
す

と
い
う
滞
在
型
の
旅
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
新
東
名
な
ど
の
各
種
道
路
が
整
備
さ
れ
、
人
と

物
の
流
通
が
活
発
に
な
れ
ば
、
奥
三
河
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
、
私
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
毎
日
、
目
に
す
る
工
事
中
の
道
路
。

進
み
具
合
だ
け
で
な
く
、
こ
ん
な
に
も

多
く
の
人
の
期
待
を
集
め
て
い
る
ん
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
新
東
名
が
自
分
に
近
づ
い
た
感
じ
で

す
。

　
取
材
に
は
、
多
く
の
時
間
を
い
た
だ

い
た
の
に
、
紙
面
が
少
な
く
て
申
し
訳

な
い
で
す
。
快
く
お
話
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
り
感
謝
し
ま
す
。

　
完
成
す
れ
ば
、
ず
っ
と
つ
き
合
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
み
ん
な
の
知
恵
を
出

し
合
っ
て
、
意
義
の
あ
る
道
路
に
し
た

い
で
す
ね
。

　
　
ン
ネ
ル
や
ダ
ム
工
事
に
関
わ
る
仕
事
も
し

　
　
て
い
る
た
め
、
数
十
年
前
か
ら
こ
ち
ら
の

地
方
を
よ
く
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
ま

だ
現
在
の
東
名
高
速
道
路
も
な
く
、
国
道
も
対

面
交
通
が
で
き
な
い
ほ
ど
道
幅
が
狭
か
っ
た
の

で
、
真
夜
中
に
名
古
屋
を
出
発
し
な
け
れ
ば
朝

の
始
業
に
間
に
合
わ
な
く
て
大
変
で
し
た
。

　
そ
れ
が
今
は
、
国
道
は
２
車
線
に
な
り
高
速

道
路
網
も
整
備
さ
れ
、
６
年
後
に
は
、
市
の
中

心
部
か
ら
30
分
圏
内
に
三
つ
目
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
が
で
き
る
な
ど
、
格
段
に
道
路
事
情
は

よ
く
な
り
ま
す
。
当
社
は
、
薄
い
鋼
管
を
製
造
・

販
売
し
て
お
り
、
海
岸
部
で
は
錆
が
発
生
し
て

し
ま
う
た
め
、
内
陸
部
で
今
後
の
物
流
拠
点
を

探
し
て
い
ま
し
た
。

　
新
城
市
は
気
候
が
温
暖
で
積
雪
も
少
な
く
、

物
流
環
境
も
整
っ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
に
新
た

に
工
場
を
建
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

伴
い
十
数
名
の
従
業
員
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
は
ぜ
ひ
地
元
の
方
を
積
極
的
に
採
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

新
城
市
の
皆
さ
ん
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

特
集
「
新
東
名
が
や
っ
て
く
る
」
8
〜
9
ペ
ー
ジ
は

市
民
編
集
委
員
に
よ
る
取
材
編
集
で
す
。

※特集の本文または図中に使われています、新城インターチェンジ、設楽原パーキングエリア、鳳来トンネル、名高田高架橋、臼子橋、引佐ジャンクション、
　引佐インターチェンジなどの名称は、決定されたものではなく、仮称で表記しています。

市
民
編
集
委
員

取
材
を
終
え
て
…

　
　
を
運
転
す
る
の
が
好
き
な
の
で
、
休
み
の
日

　
　
は
よ
く
家
族
で
高
速
道
路
を
使
っ
て
遊
び
に

出
か
け
ま
す
。
な
の
で
、
市
内
に
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
が
で
き
る
と
、
と
て
も
便
利
に
な
っ
て
助
か

り
ま
す
。
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
立
ち
寄
る
こ
と
。
キ
レ
イ
な
ト
イ

レ
の
あ
る
と
こ
ろ
や
、
お
い
し
い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
の
あ
る
と
こ
ろ
は
事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き

ま
す
。

　
新
城
に
も
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
が
で
き
る
と
聞

い
た
の
で
、
ぜ
ひ
女
性
や
子
ど
も
が
喜
ぶ
よ
う
な

施
設
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
家
族
連
れ
に

は
、
子
ど
も
が
気
分
転
換
で
き
る
よ
う
な
ち
ょ
っ

と
し
た
広
場
や
遊
具
が
あ
る
と
、
お
母
さ
ん
た
ち

は
助
か
り
ま
す
。

　
あ
と
、
地
元
の
お
い
し
い
農
産
物
が
食
べ
ら
れ

た
り
買
え
た
り
す
る
と
さ
ら
に
う
れ
し
い
で
す
ね
。

猪
肉
コ
ロ
ッ
ケ
を
ほ
お
張
り
な
が
ら
、
亀
姫
に
関

す
る
お
話
が
見
聞
き
で
き
れ
ば
、
新
城
を
知
ら
な

か
っ
た
人
も
、
「
ち
ょ
っ
と
次
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
で
降
り
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
う
か
も
。
そ

う
す
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
使
っ
て
新
城

か
ら
出
て
行
く
人
ば
か
り
じ
ゃ
な
く
て
、
新
城
を

訪
れ
る
人
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
城
は
、
昔
か
ら
「
山
の
湊
」
と
し
て
多
く
の

　
　
人
々
が
行
き
交
う
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え

て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
新
東
名
「
新

城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
対
し
、
ま
さ
に
現
代

の
「
山
の
湊
」
的
期
待
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
の
通
過
点
に
な
る
の
で
は
な
く
、
「
誰
も
が
寄

っ
て
み
た
い
ま
ち
」
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
近
く
に
は
、
新
城

の
宝
で
あ
る
史
跡
や
名
勝
、
自
然
な
ど
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
新
東
名
の
開
通
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
多
く
の
人
が
こ
れ
ら
の
地
を
訪
れ

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
無
秩
序
に

開
発
を
繰
り
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と

し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
が
「
こ

の
ま
ち
に
住
み
た
い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
中
心
市
街
地
の
空
洞
化
に

も
歯
止
め
が
か
か
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
医
療
連
携
に
よ
る
課
題
解
消
な
ど
、

大
変
欲
張
り
な
思
い
ば
か
り
で
す
が
、
画
一
的
な

発
想
を
や
め
、
地
域
の
知
恵
と
工
夫
を
生
か
し
て

い
け
ば
、
「
山
の
湊
」
再
興
へ
の
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
の
実
家
は
、
名
古
屋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

　
　
ら
出
て
６
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
母
は
、
弟
夫
婦
と
同
居
し
て
い
る
の
で
、
日
常

生
活
で
の
心
配
事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
城
に
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
れ
ば
、
親
孝
行
が
し
や

す
く
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
新
城
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
実
家
ま
で
1
時

間
以
内
で
着
け
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
も
し
新
東

名
が
で
き
れ
ば
、
実
家
ま
で
ま
す
ま
す
気
軽
に
行

き
来
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

市内にインターチェンジやパーキングができることで、
皆さんはどんな想いがあるのでしょうか。

佐野泰三さん〔まちづくり会社〕

（本町地区）

池下兼明さん〔製造業〕

（南部企業団地）

加藤恵子さん
（大野地区）

片桐幸信さん〔旅館業〕

（湯谷地区）

長坂佳子さん
（新城中町地区）

つながる

つなぐ

ト

車

私新

意

　
新
東
名
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
期
待
を

背
負
っ
て
開
通
し
ま
す
。
今
後
の
新
城

の
発
展
に
夢
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

さ

び

よ し こ

た い ぞ う

よ
う
し
ょ
う

か ね あ き

ゆ き の ぶ
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４
月
１
日

（水）
か
ら
、
21
年
度
の
各

タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
券
を
交
付
し

ま
す
。
20
年
度
に
タ
ク
シ
ー
助
成
券

の
交
付
を
受
け
た
人
は
、
残
券
が
あ

っ
て
も
４
月
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
新
た
に
21
年
度
の
助
成
券

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

助
成
券
は
次
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
重
複
し
て
交
付
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

障
害
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券

◆
対
象
者

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
人

②
療
育
手
帳
Ａ
〜
Ｂ
判
定
の
人

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
〜

　
２
級
の
人

※
た
だ
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車

　
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人
を
除

　
き
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
物

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　
印
鑑

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

◆
対
象
者

①
満
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人

②
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世

　
帯
で
、
満
80
歳
以
上
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
の

　
交
付
を
受
け
て
い
る
人
の
み
と
、

　
同
居
し
て
い
る
満
80
歳
以
上
の
人

④
18
歳
未
満
の
人
の
み
と
、
同
居
す

　
る
満
80
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
、
助
成
の
対
象
世
帯
が
自

　
家
用
車
を
所
有
し
て
い
る
場
合
や
、

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

　
健
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

　
合
は
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
に
必
要
な
物
　
印
鑑

介
護
タ
ク
シ
ー
助
成
券

◆
対
象
者

①
要
介
護
度
４
、
要
介
護
５
の
状
態

　
に
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
の
体

　
幹
お
よ
び
下
肢
障
害
で
自
力
歩
行

　
が
困
難
な
人

※
た
だ
し
、
助
成
対
象
世
帯
が
車
い

　
す
対
応
車
両
を
所
有
し
て
い
た
り
、

　
み
ず
か
ら
改
造
車
を
運
転
す
る
人
、

　
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

　
を
受
け
て
い
る
人
は
、
対
象
に
は

　
な
り
ま
せ
ん
。

◆
申
請
に
必
要
な
物

　
介
護
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳

　
な
ど
で
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
確

　
認
で
き
る
も
の
、
印
鑑

　
臨
時
職
員
と
し
て
、
短
期
間
働
く

こ
と
を
希
望
さ
れ
る
人
を
募
集
し
、

登
録
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
、
市
民
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
な
ど
で
臨
時
職
員
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
登
録
さ
れ
た
人
の
中
か
ら

面
接
な
ど
に
よ
り
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
本
人

が
直
接
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

①
受
付
時
間
　
午
前
８
時
30
分
〜
正

　
午
、
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
（
土
・

　
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

②
必
要
書
類
　
履
歴
書
（
写
真
を
貼

　
っ
て
く
だ
さ
い
）

③
お
持
ち
の
資
格
に
関
す
る
免
許
状

　
な
ど
の
写
し

　
　
　
　
　

・
勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど
は
職
種
に

　
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

　
そ
れ
ぞ
れ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
調
理
員
に
つ
い
て
は
、
調
理
師
免

　
許
の
あ
る
人
、
ま
た
は
経
験
の
あ

　
る
人

介
護
高
齢
課
　
☎
23
‐
7
6
8
8

福
祉
課
　
　
　
☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

職
　
　
種

資

格

条

件

登

録

場

所

問
い
合
わ
せ

事
務
職

現
場
作
業
員

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
な
ど

調
理
員

看
護
な
ど
医
療
関
係
職

選
挙
事
務

な
し

な
し

免
許

　※免
許

な
し

人
事
課

人
事
課

児
童
課

庶
務
課

市
民
病
院

選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
）

�
23
‐
7
6
1
9

�
23
‐
7
6
1
9

�
23
‐
7
6
2
2

�
23
‐
7
6
5
1

�
23
‐
7
8
5
2

�
23
‐
7
6
1
1

■本
●問
■本

■鳳■作
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※
　
　
　
　
は
新
規
バ
ス
停
で
す
。

※
千
郷
小
学
校
前
、
新
城
警
察
署
、
新

　
城
保
健
所
、
宗
高
東
バ
ス
停
は
廃
止

　
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
時
刻
表
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

あ
し
が
る
線
は
、
曜
日
ご
と
に
ル
ー
ト

が
違
う
バ
ス
で
す
。

※
第
2
便
を
、
30
分
ず
つ
早
め
て
運
行

　
し
ま
す
。
（
高
里
地
内
の
お
買
い
物

　
に
便
利
で
す
）

※
木
曜
日
の
時
刻
を
全
便
変
更
し
ま
す
。

※
木
曜
日
の
ル
ー
ト
を
一
部
変
更
し
、

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
ま
で
追
加
運

　
行
し
ま
す
。

※
第
2
便
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

　
で
と
な
り
ま
す
。
（
土
曜
日
運
休
）

※
バ
ス
停
、
運
賃
、
運
行
形
態
の
変
更

　
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
第
1
便
と
第
12
便
を
廃
止
し
ま
す
。

※
上
菅
沼
へ
の
乗
入
れ
を
、
第
3
便
と

　
第
10
便
か
ら
第
4
便
に
ル
ー
ト
変
更

　
し
ま
す
。

　
（
菅
沼
地
区
の
方
は
、
診
療
所
へ
の

　
通
院
が
便
利
に
な
り
ま
す
）

地
域
振
興
課

☎
37
‐
2
2
1
1（
内
線
15
）

企
画
課

☎
23
‐
7
6
2
0

西
部
線

作
手
線

守
義
線

つ
く
で
あ
し
が
る
線

西部線は実証運行のため、「西部線を守る会」の協議により、路線を変更しま

した。今後の利用状況によって、さらに変更する場合があります。

片

　

　

山

ひ

と

つ

池

徳

定

公

民

館

徳

　

定

　

西

山

村

公

民

館

今

　

出

　

平

豊

　

　

栄

南

ヶ

丘

団

地

稲

木

公

民

館

稲

　

　

木

市

場

台

北

川

　

田

　

原

川
田
原
公
民
館

新

城

郵

便

局

新

　

城

　

駅

新

城

病

院

前

新

城

栄

町

中

　

　

町

市

　

役

　

所

新

城

中

学

校

新

桜

通

り

東

新

町

駅

上

　

平

　

井

東
郷
西
保
育
園

新

城

東

高

校

診

　

療

　

所

高

　

　

　

里

相

　

　

　

寺

市

　

　

　

場

須

　

　

　

山

鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場

北

　

　

　

畑

川

　

　

　

合

野

　

　

　

郷

戸

　

津

　

呂

和

　

　

　

田

戸

　

津

　

呂

野

　

　

　

郷

川

　

　

　

合

北

　

　

　

畑

市

　

　

　

場

高

　

　

　

里

診

　

療

　

所

守 義 線

つ く で あ し が る 線

木曜ルート

●問
■作

●問
■本
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（アナログ放送6ch・デジタル放送12ch）

4
月
1
日
〜
8
日

4
月
8
日
〜
15
日

4
月
15
日
〜
22
日

4
月
22
日
〜
29
日

4
月
29
日
〜
5
月
6
日

毎
日
5
回
、15
分
間
放
送

①
午
前
8
時
　②
午
後
1
時
　③
午
後
4
時
　④
午
後
7
時
　⑤
午
後
11
時
（
番
組
の
内
容
は
、毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
に
入
れ
替
え
、1
週
間
ご
と
に
更
新
）
　

※チャンネル調整など詳しくは、ティーズチャンネルをご覧いただくか、
〔ティーズ〕新城事務所☎24-3677へお問い合わせください。

水曜日 午後7時は

家族そろってティーズチャンネル

「いいじゃん新城」をご覧ください

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
７
６
２
3
�
23
‐
７
2
9
6

jo
h

o
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

人
事
課
　�
23
‐
７
６
1
9

市
政
番
組
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
亀
姫
」

放

　

送

　

日

地域に密着した番組です。
身近な人が登場します。お楽しみに!

※都合により番組内容を変更する場合があります。
※市政番組「いいじゃん新城」は、インターネット
　での配信は行っておりません。�   
※「いいじゃん新城」をご覧いただくには、ケーブ
　ルテレビへの加入が必要です。皆さんぜひご加入
　ください。�   

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組
「
い
い

じ
ゃ
ん
新
城
」
が
、
4
月
1
日
で
放
送

開
始
1
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
よ

り
親
し
ま
れ
る
番
組
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

市
政
番
組
編
成
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

�　
経
験
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
や
る

気
と
パ
ワ
ー
の
あ
る
人
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
市
政
番
組
「
い

い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
員
�　
3
人
� 
 
 
 
 
 

任
　
　
期
�　
1
年
� 
 
 
 
 
 

募
集
期
限
�　
5
月
15
日

（金）
�

対
　
　
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

　
　
　
　
　
で
、
市
政
番
組
が
見
ら
れ

　
　
　
　
　
る
人
お
よ
び
番
組
編
成
委

　
　
　
　
　
員
会
へ
の
参
加
と
、
ナ
ビ

　
　
　
　
　
ゲ
ー
タ
ー
と
し
て
番
組
に

　
　
　
　
　

出
演
で
き
る
人
（
会
議
と
撮

　
　
　
　
　
影
は
、
平
日
の
昼
間
に
行
い

　
　
　
　
　
　ま
す
）
 
 
 
 
 
 
 

募
集
方
法
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

　
　
　
　
　
話
番
号
、
応
　募
理
由
を
明

　
　
　
　
　
記
し
、
ハ
ガ
　キ
、
フ
ァ
ッ

　
　
　
　
　
ク
ス
、
ま
た
は
E
メ
ー
ル

　
　
　
　
　
　で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

さ
く
ら
ま
つ
り

平
成
20
年
度
め
ざ
せ
明
日
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
成
果
報
告
会

お
よ
び
21
年
度
募
集
（
拡
大
枠
8
分
）

春
の
歴
史
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

〜
医
王
寺
周
辺
を
歩
こ
う
〜

長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
＆

お
す
す
め
観
光
ス
ポ
ッ
ト
（
拡
大
枠
8
分
）

防
災
学
習
ホ
ー
ル
（
拡
大
枠
8
分
）

　
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題
な
ど
、皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
を
、「
“ホ
ッ
”と
情
報
」
の
コ

ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
せ
ん
か
。
時
間
は
、写
真
･
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
を
取
り
入
れ
、2
分
以
内

で
す
。
5
月
放
送
分
の
撮
影
を
、4
月
24
日

（金）
に
行
い
ま
す
。
出
演
を
希
望
す
る
人
は
、4
月
10

日
（金）
ま
で
に
じ
ょ
う
ほ
う
課
へ
、メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
市
政
番
組
に
つ
い
て
、
お
気
づ
き
の
点
・
ご
要
望
な
ど
、ご

意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
出
来
事
・
身
近
な
話
題
な
ど
の
情
報
も
大

歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
、ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

千
郷
中
学
校
　3
週
目

千
郷
中
学
校
　4
週
目

新
城
小
学
校
　1
週
目

新
城
小
学
校
　
2
週
目

新
城
小
学
校
　3
週
目

ニ
ュ
ー
ス

O
Ｓ
Ｊ
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス

2
0
0
9

定
額
給
付
金
�

子
育
て
応
援
特
別
手
当

あ
の
の
ん
ニ
ュ
ー
ス
（
4
分
）

ほ
の
か
だ
よ
り
（
4
分
）

つ
く
し
ん
坊
（
2
分
）

　
４
月
１
日
か
ら
、
本
庁
、

各
総
合
支
所
の
業
務
時
間
が

午
前
８
時
30
分
か
ら
正
午
、

午
後
１
時
か
ら
５
時
15
分
と

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
本
庁
市
民
課
の
夜

間
窓
口
は
、
今
ま
で
ど
お
り
、

午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

あ
な
た
も
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

番
組
に
関
す
る
ご
意
見
、
地
域
の
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

市
役
所
の
業
務
時
間
を

変
更
し
ま
す

■本
●問

■本
●問

●em
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　桜が咲き誇る桜淵公園で、さくらまつ

りを開催します。昼は特産品の並ぶ観光

物産展や各種イベント、夜はライトアッ

プを行い、一日中お花見を楽しめます。

　暖かい春の一日を、さくら色に染まる

桜淵で過ごしてみませんか。

さくらまつり開催期間

3月24日（火）～4月12日（日）

イベント開催日

3月28日（土）・29日（日）

4月 4日（土）・ 5日（日）

物産展開催期間　

3月28日（土）～4月5日（日）

　イベント・物産展は桜淵公園内観光案

内所「木かげプラザ」前のイベント広場

周辺で行います。

　主なイベントは吹奏楽の演奏・よさこ

いおどり・のどじまん大会などです。さ

くらまつり期間中「木かげプラザ」内で、

八楽書道会書道展・写真展・押し花の展

示を行います。

　なお、イベント開催日は桜淵公園周辺

道路で、一部交通規制がありますのでご

注意ください。

消
防
署
　
☎
22
‐
1
1
1
9

観光課　☎32‐1985

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
3
時
間
）

　
成
人
（
８
歳
以
上
）
に
対
す

る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
、
異
物
除
去
要
領
や
止

血
法
を
学
び
ま
す
。

時
間
　
午
前
９
時
〜
正
午

定
員
　
各
会
場
20
人

上
級
救
命
講
習
（
8
時
間
）

　
成
人
、
小
児
お
よ
び
乳
児
に

対
す
る
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
、
異
物
除
去
要
領
、

止
血
法
、
感
染
防
止
、
傷
病
者

管
理
法
、
外
傷
の
手
当
て
や
搬

送
法
を
学
び
ま
す
。

時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

定
員
　
各
会
場
10
人

普　　通　　救　　命　　講　　習

上　　級　　救　　命　　講　　習

開　　　催　　　日 会 　 　 　 場 申し込み

開　　　催　　　日 会 　 　 　 場 申し込み

5月10日(日)

6月  7日(日)

7月12日(日)

8月  9日(日)

9月  6日(日)

10月11日(日)

11月  8日(日)

12月13日(日)

平成22年 2月  7日(日)

3月  7日(日)

5月17日(日)

8月23日(日)

9月13日(日)

12月　6日(日)

東 栄 分 署

鳳 来 分 署

消防防災センター

作 手 出 張 所

設 楽 分 署

消防防災センター

東 栄 分 署

鳳 来 分 署

作 手 出 張 所

設 楽 分 署

�76-1911

�32-2888

�22-1119

�37-2466

�62-2119

�22-1119

�76-1911

�32-2888

�37-2466

�62-2119

�22-1119

�76-1911

�32-2888

�62-2119

消防防災センター

東 栄 分 署

鳳 来 分 署

設 楽 分 署

※上記の日程以外にも、ある程度の人数がそろえば、講習会を実施しますので、

　お気軽にお問い合わせください。

●問

●問 ■鳳
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じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
７
６
２
3

　2月18日（水）、男女共同参画プラ

ン策定委員の中谷昌美さん（左）と

内藤公志さん（中央）が、穂積市長

にプランを提出しました。

　
市
は
、
平
成
17
年
10
月
の
旧
新
城

市
、
旧
鳳
来
町
、
旧
作
手
村
の
合
併

を
経
て
、
平
成
20
年
４
月
、
新
生
新

城
市
に
お
い
て
、
「
市
民
が
つ
な
ぐ

　
山
の
湊
　
創
造
都
市
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
「
第
一
次
新
城
市
総
合
計
画

〜
山
の
湊
し
ん
し
ろ
経
営
戦
略
プ
ラ

ン
〜
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
総
合
計
画
で
は
、
４
つ
の
基

本
戦
略
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
「
市

民
自
治
社
会
創
造
」
に
向
け
た
施
策

の
中
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
総

合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、

総
合
計
画
と
連
動
し
た
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

計
画
の
位
置
付
け

　
こ
の
計
画
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
第
14
条
第
３
項
に
定
め
る

市
町
村
男
女
共
同
参
画
計
画
で
あ
り
、

市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
新
城
市
総

合
計
画
と
連
動
し
て
、
本
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
を
促

進
す
る
た
め
の
施
策
や
指
標
な
ど
を

示
す
も
の
で
す
。

計
画
の
期
間

　
計
画
の
期
間
は
、

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で

の
11
年
間
と
し
、

・
前
期
計
画
を
平
成
21
年
度
か
ら
23

　
年
度
ま
で
の
３
年
間
、

・
中
期
計
画
を
平
成
24
年
度
か
ら
27

　
　
　
　
　
　
年
度
ま
で
の
４
年
間
、

　
　
　
　
　
・
後
期
計
画
を
平
成
28

　
　
　
　
　
　
年
度
か
ら
31
年
度
ま

　
　
　
　
　
　
で
の
4
年
間
と
し
ま

　
　
　
　
　
　
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

　
　
　
　
　
　
の
最
終
年
次
に
は
総

　
　
　
　
　
　
合
計
画
、
社
会
情
勢

　
　
　
　
　
　
な
ど
に
応
じ
、
推
進

　
　
　
　
　
　
計
画
の
見
直
し
を
行

　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

男女共同参画社会の実現

人
権
の
尊
重
と

男
女
共
同
参
画

社
会
に
向
け
て

の
意
識
改
革

あ
ら
ゆ
る
分
野

へ
の
社
会
参
画

の
促
進

1

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
正
し
い
理
解
の
促
進
　

2

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

3

女
性
や
子
ど
も
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

4

人
権
の
尊
重

1

男
女
の
職
業
生
活
と
家
庭
・
地
域
生
活
の
両
立
支
援

2

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

3

就
業
環
境
の
改
善

4
農
林
・
商
工
な
ど
自
営
業
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

1

生
涯
を
通
じ
た
心
身
の
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援

2

高
齢
者
の
自
立
支
援

3

障
害
者
の
自
立
支
援

4

ひ
と
り
親
世
帯
の
自
立
支
援

1

政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画
の
拡
大

2

家
庭
生
活
・
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

3

国
際
交
流
・
協
力
の
推
進

4
防
災
・
災
害
復
興
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

5

地
域
づ
く
り
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

6

環
境
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進

就
業
環
境
と
就

業
条
件
の
整
備

生
涯
に
わ
た
る

心
身
の
健
康
と

生
活
の
充
実

計
画
の
推
進

推
進
体
制
の
充
実

目
　
　
　
　
標

（
め
ざ
す
こ
と
）

基

本

的

課

題

（
と
り
く
む
分
野
）

施策体系図

1234

※
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■本
●問

こう し

まさ み



15 広報しんしろ 2009.4

　
県
で
は
、
「
山
か
ら
街
ま
で
緑
豊

か
な
愛
知
」
を
目
指
し
、
森
と
緑
を

守
り
育
て
る
た
め
の
事
業
を
行
う
た

め
、
平
成
21
年
度
か
ら
「
あ
い
ち
森

と
緑
づ
く
り
税
」
を
導
入
し
ま
し
た
。

◎
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

　
個
人
県
民
税
（
住
民
税
）
の
納
税

義
務
者
の
人
に
は
、
平
成
21
年
度
分

か
ら
、
均
等
割
（
年
額
一
千
円
）
に

年
額

500
円
を
、
法
人
県
民
税
の
納
税

義
務
者
の
人
に
は
、
平
成
21
年
４
月

１
日
以
降
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か

ら
、
均
等
割
（
年
額
2
万
円
〜
80
万

円
）
の
５
％
（
年
額
１
千
円
〜
４
万

円
）
を
、
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

税
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て

ご
負
担
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業

　
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
を

活
用
し
、
環
境
保
全
や
防
災
性
の
向

上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
で
私
た
ち

の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
る

森
と
緑
を
、
健
全
な
状
態
で
将
来
に

引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
①
森
林

の
整
備
、
②
里
山
林
の
保
全
、
③
都

市
緑
化
の
推
進
、
④
環
境
学
習
等
の

支
援
な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
に
関
す
る
こ
と

東
三
河
県
税
事
務
所

　
　
�
０
５
３
２
‐
54
‐
５
１
１
１（
代
表
）

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
に
関
す
る
こ
と

県
農
林
水
産
部
と
緑
づ
く
り
推
進
室

　
　
�
０
５
２
‐
954
‐
５
４
５
５（
直
通
）

※口座振替をご希望の方は、税務課または、各総合支所市民福祉課、金融機関へお問い合わせください。

市 県 民 税

固 定 資 産 税
都 市 計 画 税

軽 自 動 車 税 �

国民健康保険税

上 下 水 道 料 金
簡 易 水 道 料 金

農業集落排水使用料

下水道事業受益者負担金�

市営住宅使用料

し尿汲取手数料 

介 護 保 険 料  

保 育 園 保 育 料  

後期高齢者医療保険料

納 期 限  

4 　　5　　 6 　　7　　 8 　　9 　 10 11 12 1 2 3税目等
月

４月分　５月分　６月分　７月分　８月分　　９月分 １０月分１１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分

４月分　５月分　６月分　７月分　８月分   ９月分 １０月分１１月分 １２月分 １月分 ２月分 ３月分

２1.４.３０
（木）

２1.6.1
（月）

２1.6.３０
（火）

２1.7.３1
（金）

２1.8.31
（月）

21.9.３０
（水）

２1.11.2
（月）

２1.11.30
（月）

２1.12.25
（金）

２2.2.1
（月）

２2.3.1
（月）

２2.3.３1
（水）

 ２期� 　　  ３期�          ４期

 ２期� 　　　　　　　　　　　　  ３期�   ４期

 1期　　　　　　　　　２期� 　　　　　　３期�  　　 　　　４期

全期
１期

全期
１期

１期�  　　 ２期� 　　　　  ３期 ４期 ５期 ６期　 ７期�　８期

１期�  　　  ２期�     　 ３期　　         ４期　　　　　５期　　　　　６期

１期� ２期　　３期　 ４期　 ５期　　６期　　7期　 8期　　9期

４月期
（３・４月分）

1期
（３・４月分）

6月期
（5・6月分）

2期
（5・6月分）

8月期
（7・8月分）

3期
（7・8月分）

10月期
（9・10月分）

12月期
（11・12月分）

2月期
（1・2月分）

４月期
（３・４月分）

6月期
（5・6月分）

8月期
（7・8月分）

10月期
（9・10月分）

4期
（9・10月分）

12月期
（11・12月分）

5期
（11・12月分）

2月期
（1・2月分）

6期
（1・2月分）

全期

■本
●問

税
務
課
　
☎
23
‐
7
6
1
5

　
４
月
１
日
に
鳳
来
総
合
支
所
の

組
織
の
一
部
を
変
更
し
、
現
在
の
「
経

済
建
設
課
」
と
「
水
道
事
業
課
」

は
統
合
し
て
「
地
域
整
備
課
」
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
業
務
の
円

滑
か
つ
効
率
的
な
実
施
を
目
的
に

事
務
事
業
の
一
部
を
本
庁
に
集
約

す
る
た
め
の
も
の
で
、
鳳
来
総
合

支
所
は
作
手
総
合
支
所
と
同
じ
く

３
課
体
制
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
変
更
に
関
し
、
各

種
申
請
や
届
出
な
ど
の
提
出
先
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
総
合
支
所

で
受
け
付
け
し
て
い
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
総
合
支
所
で

対
応
し
ま
す
。

企
画
課
　
☎
23
‐
7
6
2
0

鳳来総合支所 鳳来総合支所

4月から これまで

・
地
域
振
興
課

・
市
民
福
祉
課

・
経
済
建
設
課

・
水
道
事
業
課

・
地
域
振
興
課

・
市
民
福
祉
課

・
地
域
整
備
課

●問
■本
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　八名中学校の 2 年生 53 人が、富岡地内の山林

で林業体験学習に参加しました。１人で 1 本の木

を受け持ち、木が育つために支障となる枝を、自

分の手の届く高さまで切り落としていました。「木

を切るときに出る切り粉が目に入ると痛い。でも

楽しい」と原田有威人くんはノコギリを使いなが

ら話していました。

　富岡地区山林委員が講師となって行われるこの

林業体験学習は、平成 17 年度から実施され、今

年度で 4 回目になります。生徒たちにとって、地

元林業の現状や枝打ち・間伐などの必要性を知る

よい機会になっています。

　文化会館をメーン会場に、しんしろ節句まつり

が開幕しました。2月25日（水）までの一週間、江

戸時代から明治、大正、昭和、各時代の段飾り展

示や協賛店スタンプラリー、湯谷温泉で湯めぐり

ができる「節句まつり入浴券」販売などが催され

ました。　

　「しんしろ節句まつり実行委員会」代表の今泉

幸子さんは、「今回で7回目の節句まつりは、男

女共同参画の視点で、桃の節句と端午の節句の両

方を同時に祝うまつりです」と話していました。

2／ 8（日）

2／2（月）

2／ 18（水）

　文化会館大ホールで子ども陣太鼓発表会が行わ

れ、小学生から中学生の皆さんが日ごろの練習成

果を披露しました。子ども陣太鼓は、太鼓を通し

て子どもたちに郷土愛などを伝えることを目的に、

長篠陣太鼓保存会の主催で、開催しています。

2／18（水）

　高齢者保健福祉計画策定委員長の藤原眞治さん

が、第４期新城市高齢者保健福祉計画案（H21～H23）

を穂積市長に答申しました。

　今回答申した計画案では、「私らしさと安心を

皆で支え合う山の湊しんしろ」をキャッチフレー

ズに、高齢者が元気で社会参加のできるまち、高

齢者の自立と自己決定を尊重するまち、地域の支

え合いとサービスが連携したまちの３つを基本理

念に掲げています。

ひろ う

は ら 　だ 　 あ 　 い 　 と

さ ち こ

ま さ は る
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　全国の商業高校や、商業学科および商業科目を設置している高等学校を会員として、高等学校の商業教育の
充実、振興をはかるため、調査、研究、講習会、研究会の開催、各種の検定試験の実施、商業実務の競技会の
開催、奨学事業などを行っています。

　
新
城
高
校
商
業
科
の
３
年
生
35
人
全
員
が
、
財

団
法
人
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
主
催
の
検
定
試

験
８
種
目
の
う
ち
、
３
種
目
以
上
で
１
級
に
合
格

し
ま
し
た
。
一
学
年
全
員
が
３
種
目
以
上
の
１
級

を
取
得
し
た
の
は
、
全
国
で
も
初
め
て
の
快
挙
で
す
。

　
試
験
は
、
珠
算
、
簿
記
、
電
卓
、
ワ
ー
プ
ロ
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
情
報
処
理
、
英
語
、
商
業
経

済
の
８
種
目
。
最
高
の
１
級
を
３
種
目
以
上
で
取

得
す
る
と
、
同
協
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
８
種
目
中
７
種
目
で
合
格
し
た
長
谷
川
直
江
さ
ん
、

柿
原
優
美
さ
ん
、
小
澤
朋
実
さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

長
谷
川
直
江
さ
ん

　
「
８
種
目
中
、
７
種
目
合
格
し
ま
し
た
。
こ
こ

　
ま
で
い
け
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
す
」

柿
原
優
美
さ
ん

　
「
ク
ラ
ス
で
目
標
に
し
て
い
た
、
ク
ラ
ス
全
員

　
３
種
目
以
上
合
格
が
果
た
せ
て
う
れ
し
い
で
す
」

小
澤
朋
実
さ
ん

　
「
７
種
目
と
れ
て
、
自
分
の
自
信
に
つ
な
が
り

　
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
れ
た
先
生
方
に
感
謝
し

　
て
い
ま
す
」

　
担
任
の
鳥
居
裕
之
先
生
は
、
「
み
ん
な
が
一
丸

と
な
っ
て
試
験
に
取
り
組
み
、
そ
れ
が
成
果
と
し

て
現
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
生
徒
み
ん
な
に
と
っ

て
大
変
い
い
勉
強
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
う

れ
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ

れ
る
70
歳
以
上
の
人
に
限
り
、
「
写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
無
料
で
交
付

し
ま
す
。
ご
希
望
の
人
は
、
市
民
安
全
対

策
室
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
無
料
交
付
は
1
人
１
回
限

り
と
し
、
直
接
本
人
が
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
３
月
31
日
以
前
に
返
納
さ
れ
た
人
は
対

　
象
外
と
な
り
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
次
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
市
民
安
全
対
策
室
に
運
転
免
許
証
と
印

　
鑑
、
写
真
を
持
参
し
て
、
「
住
民
基
本

　
台
帳
カ
ー
ド
」
の
無
料
交
付
申
請
を
行
う

②
新
城
警
察
署
交
通
課
に
運
転
免
許
証
を

　
持
参
し
て
、
運
転
免
許
取
消
の
申
請
を

　
行
い
、
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消

　
通
知
書
」
を
受
け
取
る

③
市
民
課
に
警
察
署
で
受
け
取
っ
た
「
申

　
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

　
を
提
出
し
、「
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳

　
カ
ー
ド
」
を
受
け
取
る

※
写
真
は
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
正

　
面
、
無
帽
、
無
背
景
、
縦
45
ミ
リ
横
35

　
ミ
リ
の
も
の
。
写
真
は
希
望
に
よ
り
市

　
民
課
で
も
撮
影
で
き
ま
す
。

財団法人全国商業高等学校協会

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
70
歳

以
上
の
人
に
「
写
真
付
き
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
を
無
料
交
付
し
ま
す

市
民
安
全
対
策
室

☎
23
‐
7
6
1
3

●問
■本
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水
墨
画
展

　
水
墨
画
を
愛
す
る
人
た
ち
が
集

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し

て
市
の
自
然
や
風
物
を
中
心
に
作

成
し
ま
し
た
。

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
4
月
1
日

（水）
〜
30
日

（木）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
休
館
日
　
月
曜
日
お
よ
び
火
曜

　
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

観
来
館
4
月
の
展
示

「
落
書
き
消
っ
し
隊
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
　

春
の
特
別
展

春
季
市
民
体
育
大
会

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
3

「
ふ
る
さ
と
の
棚
田
と
湿
地
を

ま
も
る
」

　
４
月
29
日

（水）
〜
６
月
29
日

（月）

　
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
　

　
大
人
210
円
、

　
小
・
中
学
生
100
円

　
作
手
高
原
の
湿
地
群
、
四
谷
千

　
枚
田
に
代
表
さ
れ
る
棚
田
な
ど
、

　
郷
土
の
誇
る
べ
き
自
然
や
景
観

　
の
現
状
と
保
全
の
取
り
組
み
を

　
紹
介
し
ま
す
。

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

☎
35
‐
1
0
0
1
�
35
‐
5
0
1
2

●問

　
市
内
の
道
路
施
設
、
公
共
ト
イ

レ
な
ど
に
は
、
心
無
い
人
た
ち
に

よ
り
落
書
き
さ
れ
た
個
所
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
行
為
は
犯
罪

で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
市
を

訪
れ
る
人
た
ち
に
不
快
感
を
与
え

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
安
全
で
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
落
書

き
を
消
し
て
い
た
だ
く
「
落
書
き

消
っ
し
隊
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
り
、
落
書
き
消
し
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
を
さ
ら
に

充
実
す
る
た
め
に
、
新
た
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

こ
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
は
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

　
な
ら
ど
な
た
で
も

　
20
人
程
度

募
集
期
間
　

　
４
月
１
日

（水）
〜
４
月
30
日

（木）

※
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

　
号
を
記
載
し
た
も
の
（
様
式
は

　
問
い
ま
せ
ん
）
を
、
市
民
安
全
対

　
策
室
ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域

　
振
興
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
23
‐
7
6
5
3

　
暖
か
い
春
の
日
差
し
の
中
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

　
市
内
在
住
、
在
勤
の
人

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
へ
加

　
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
１
人
１
種
目

大
会
種
目
と
日
程

　
総
合
開
会
式

　
４
月
19
日

（日）

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
卓
球
　
　
　
　
　
４
月
19
日

（日）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
４
月
18
日

（土）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
４
月
19
日

（日）

･
軟
式
野
球
　
　

　
４
月
5
・
12
・
19
・
25
・
26
日

　
　
　
　
　
　
　
　
5
月
2
日

（土）

･
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
 

一
般
　
　
　
　
４
月
12
日

（日）

　
 

　壮
年
の
部
　

4
月
26
日

（日）

　
　
シ
ニ
ア
の
部

5
月
10
日

（日）

･
テ
ニ
ス
　
　
　
　
４
月
19
日

（日）

･
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
 

一
般
の
部
　
　
４
月
26
日

（日）

　
 

中
学
の
部
　

4
月
25
日

（土）

･
弓
道

　
 

一
般
の
部
　
　
４
月
19
日

（日）

　
 

中
学
の
部
　

4
月
4
日

（土）

･
柔
道
　
　
　
　

４
月
19
日

（日）

･
剣
道
　
　
　
　
　
5
月
17
日

（日）

･
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

5
月
17
日

（日）

･
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

5
月
10
日

（日）

･
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　

　
　
家
庭
婦
人
　
　
４
月
26
日

（日）

　
　
一
般
男
女
　
　
5
月
31
日

（日）

･
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
ト
リ
ム
　
　
　
5
月
17
日

（日）

　
　
レ
デ
ィ
ー
ス
　
5
月
10
日

（日）

･
ダ
ー
ツ
　
　
　

４
月
19
日

（日）

･
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
5
月
10
日

（日）

※
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
 

 
り
ま
す
。

市
民
安
全
対
策
室

☎
23
‐
7
6
1
3

地
域
振
興
課

☎
32
‐
0
5
1
2

地
域
振
興
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●内

●時

●所

●対

●対 ●￥

●定

●他 ●時

●時

●所

●所

●問
■鳳

み

に

こ

ん

か

ん

●問
■本

●問
■本■鳳■作



19 広報しんしろ 2009.4

　
平
成
22
年
３
月
31
日

（水）

特
典

　
・
会
員
証
の
提
示
で
、
両
館
の

　
　
見
学
が
自
由

　
・
企
画
展
、
特
別
展
、
各
種
講

　
　
座
開
催
の
ご
案
内

　
・
両
館
の
研
究
活
動
の
成
果
で

　
　
あ
る
「
研
究
紀
要
」
贈
呈

　
大
　
人
（
高
校
生
以
上
）

　
　
１，
５
０
０
円
　

　
子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）

　
　
750
円
　

入
会
方
法

　
・
入
会
申
込
用
紙
で
申
し
込
み

　
　
（
両
館
窓
口
で
受
付
）

　
共
通
会
員
証
の
詳
し
い
内
容
や

　
資
料
請
求
は
、
設
楽
原
歴
史
資

　
料
館
、
ま
た
は
長
篠
城
址
史
跡

　
保
存
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

し
ん
し
ろ
パ
ソ
コ
ン

ス
タ
ー
ト
コ
ー
ス
　

　
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
市
民
パ

ソ
コ
ン
塾
を
開
催
し
ま
す
。
パ
ソ

コ
ン
初
心
者
を
対
象
に
、
電
源
の

入
れ
方
や
基
本
操
作
、
簡
単
な
文

書
作
成
な
ど
を
や
さ
し
く
、
て
い

ね
い
に
指
導
し
ま
す
。

　
4
月
18
日

（土）
　
　
　
　

　
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

　
午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
（
計
６
時
間
）
　

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

　
抽
選
を
行
い
ま
す
。

　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代

　
と
し
て
１
，

０
０
０
円
ご
用
意

　
く
だ
さ
い
）

申
込
条
件

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
初
心
者
（
キ
ー
ボ
ー

　
ド
を
触
っ
た
こ
と
が
な
い
人
な

　
ど
）

申
込
期
間
　

　
3
月
24
日

（火）
〜
4
月
9
日

（木）

申
込
方
法

　
は
が
き
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ

　
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。
氏
名
、

　
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

　
年
齢
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

　
５
月
12
日

（火）
〜
７
月
３
日

（金）

　
毎
週
火
曜
日
〜
金
曜
日

　
午
後
０
時
30
分
〜
５
時
30
分

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

　
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）

　
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者

※
そ
の
他
の
方
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
７
人
（
面
接
で
選
考
）

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
必
要
）

　
４
月
21
日

（火）
ま
で
に
、
公
共

　
職
業
安
定
所
に
て
手
続
き
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。
受
講
に
は
安
定

　
所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
で
す
。

　
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
ま
た

　
は
愛
知
職
業
能
力
開
発
校
で
配

　
布
し
ま
す
。

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
（
4
月
分
）

　
　
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
　
☎
23
‐
7
6
2
3

　
　
�
23
‐
7
2
9
6

　
　
　jo

h
o

-2
@

c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

　
（
は
が
き
の
場
合
の
郵
送
先
）

　
〒
4
4
1
‐
1
3
9
2

　
新
城
市
役
所
じ
ょ
う
ほ
う
課

　
「
パ
ソ
コ
ン
塾
」
係

　
児
童
扶
養
手
当
（
平
成
20
年
12

月
分
〜
３
月
分
）
を
４
月
10
日

（金）

に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者
は

金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
児
童

　
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

　
祉
課
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問

●問

■本■鳳■作

　
市
で
は
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
や
虐
待
の
疑

い
が
あ
る
場
合
に
は
、
迷
わ
ず
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
者
や
連
絡

者
の
秘
密
は
、
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待
―
叩
く
、
殴
る
、
蹴

　
る
な
ど
の
暴
力

ネ
グ
レ
ク
ト
―
長
時
間
の
放
置
、

　
監
護
を
著
し
く
怠
る
な
ど
の
育

　
児
放
棄

心
理
的
虐
待
―
無
視
を
す
る
、
罵

　
声
を
あ
び
せ
る
な
ど
言
葉
で
脅

　
し
心
理
的
な
外
傷
を
与
え
る

性
的
虐
待
―
性
的
行
為
を
強
要
す

　
る
な
ど

児
童
虐
待
の
相
談
窓
口

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

■本■鳳■作
　
市
障
害
者
手
当
（
12
月
分
〜
３

月
分
）
を
３
月
31
日

（火）
に
振
り
込

み
ま
す
。

　
受
給
者
は
金
融
機
関
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
転
居
、
転
出
な
ど
の
際

　
は
す
み
や
か
に
届
出
を
し
て
く

　
だ
さ
い
。

市
障
害
者
手
当
の
振
り
込
み

福
祉
課

☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

☎
37
‐
2
2
1
1

●問
■本■鳳■作

愛
知
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

☎
０
５
3
3
‐
93
‐
2
1
0
2

●問

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

☎
32
‐
0
1
6
2

設
楽
原
歴
史
資
料
館

長
篠
城
址
史
跡
保
存
館

共
通
会
員
募
集

設
楽
原
歴
史
資
料
館

☎
22
‐
0
6
7
3

●問
●申

田
町
川
土
地
区
画
整
理
組
合
の

事
業
計
画
変
更
を
縦
覧
し
ま
す

　
新
城
田
町
川
土
地
区
画
整
理
組

合
の
事
業
計
画
を
変
更
し
た
い
の

で
、
変
更
事
業
計
画
書
を
縦
覧
に

供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
４
月
14
日

（火）
〜
27
日

（月）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
分

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
も
縦
覧
で

　
き
ま
す
）

縦
覧
場
所

　
本
庁
都
市
計
画
課

　
（
仮
庁
舎
１
階
）

都
市
計
画
課

☎
23
‐
7
6
4
0

●申 ●所●対

●￥

●￥

●時

●時

●所●￥

●内●定

●定

●〆

●問
●申●em

■本
●問
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ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着

し
た
ご
遺
体
の
お
願
い

固
定
資
産
課
税
台
帳
を

縦
覧
し
ま
す

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

区
域
が
拡
大
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
　

　
い
よ
い
よ
５
月
21
日

（木）
か
ら
裁

判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
今
月
は
裁
判
員
制
度
に
関
す

る
本
を
特
集
し
ま
す
。
イ
ラ
ス
ト

や
図
表
を
使
用
し
た
わ
か
り
や
す

い
本
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

《
制
度
・
裁
判
員
に
つ
い
て
の
本
》

「
イ
ラ
ス
ト
で
学
べ
る
裁
判
員
制

度
」
　
　
　
　
全
３
冊
　
汐
文
社

「
図
解
雑
学
　
裁
判
員
法
」

　
船
山
泰
範
ほ
か
著
　
ナ
ツ
メ
社

「
裁
判
員
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
る

本
」
　
　
　
　
　
小
林
剛
ほ
か
著

　
　
　
　
　
　
　
実
務
教
育
出
版

「
そ
の
国
語
力
で
裁
判
員
に
な
れ

ま
す
か
？
」
　
　
　
入
部
明
子
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
書
院

「
裁
判
員
制
度
と
企
業
対
応
‐
万

全
で
す
か
？
あ
な
た
の
会
社
の
社

内
整
備
」
　
　
　
　
　
第
一
法
規

《
刑
事
裁
判
に
つ
い
て
の
本
》

「
マ
ル
得
雑
学
図
解
刑
法
早
わ
か

り
」
　
菅
野
雅
貴
著
　
中
経
出
版

「
『
裁
く
』
た
め
の
練
習
帳
」
　

岡
部
敬
史
ほ
か
著
　
学
習
研
究
社

「
す
ぐ
に
使
え
る
！
事
例
で
わ
か

る
裁
判
員
裁
判
Ｑ
＆
Ａ
」
　

　
　
三
木
祥
史
ほ
か
著
　
三
修
社

図
書
館
だ
よ
り

児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
を

休
館
し
ま
す

新
城
図
書
館

☎
23
‐
2
3
3
3

http://www.library.shinshiro.aichi.jp/

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

人
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
は
４
月
１
日

（水）
か
ら
本
庁

お
よ
び
各
総
合
支
所
で
先
着
順
に

受
け
付
け
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
本
庁
下
水
道
課
ま

た
は
鳳
来
総
合
支
所
地
域
整
備
課
、

作
手
総
合
支
所
地
域
整
備
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
縦
覧
〉

縦
覧
に
供
す
る
も
の

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
期
間

 
４
月
１
日

（水）
〜
６
月
１
日

（月）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　
分

（
市
役
所
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
）

縦
覧
場
所

　
本
庁
　
　
　
　
　
税
務
課

　
鳳
来
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

　
作
手
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

縦
覧
で
き
る
人
 
 

・
納
税
者
お
よ
び
納
税
者
と
同
居

　
親
族

・
納
税
管
理
者

・
納
税
者
の
代
理
人
（
委
任
状
が

　
必
要
で
す
）

縦
覧
時
に
持
参
す
る
も
の
 
 
 

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な

　
ど
ご
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明

　
で
き
る
も
の

・
法
人
の
場
合
は
申
請
書
ま
た
は

　
委
任
状
に
代
表
者
印
が
必
要
と

　
な
り
ま
す

〈
閲
覧
〉

閲
覧
に
供
す
る
も
の

　
土
地
・
家
屋
課
税
台
帳
（
自
己

　
の
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
資
産
）

閲
覧
期
間

　
通
年

閲
覧
場
所

　
本
庁
　
　
　
　
　
税
務
課

　
鳳
来
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

　
作
手
総
合
支
所
　
市
民
福
祉
課

閲
覧
で
き
る
人
 
 

・
固
定
資
産
の
所
有
者
（
固
定
資

　
産
税
を
納
め
て
い
る
人
）
、
納

　
税
管
理
人

・
土
地
･
家
屋
の
賃
借
権
、
使
用

　
収
益
権
の
あ
る
人

閲
覧
時
に
持
参
す
る
も
の
 
 
 

・
印
鑑
（
代
理
の
人
は
、
委
任
状

　
が
必
要
で
す
）

・
所
有
者
が
委
任
の
旨
を
記
し
、

　
押
印
し
た
も
の
、
土
地
･
家
屋

　
の
賃
借
権
、
使
用
収
益
権
の
あ

　
る
人
は
、
そ
れ
を
証
す
る
書
類

　
も
あ
わ
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。

※
な
お
、
固
定
資
産
の
所
有
者
に

　
は
、
所
有
資
産
の
課
税
明
細
書

　
を
４
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定

　
で
す
。

　
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て

い
る
ご
遺
体
は
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ

ー
に
内
蔵
さ
れ
て
い
る
リ
チ
ウ
ム

電
池
が
熱
で
破
損
し
、
ご
遺
体
の

損
傷
、
火
葬
炉
の
損
傷
、
業
務
従

事
者
の
受
傷
、
破
裂
音
な
ど
の
問

題
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
事
前
に
火
葬
場
職
員
に
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

　
長
篠
保
育
園
改
築
工
事
に
伴
い
、

児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
を
仮
園
舎
と
し

て
使
用
す
る
た
め
、
３
月
か
ら
新

し
い
園
舎
が
完
成
す
る
ま
で
の
お

お
む
ね
１
年
間
、
休
館
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
は
鳥
原
児
童
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

鳥
原
児
童
館

・
開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

・
休
館
日

　
月
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

※
こ
ど
も
の
日
は
開
館

　
４
月
１
日
か
ら
野
田
字
西
町
屋

敷
・
東
町
屋
敷
の
一
部
区
域
で
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
こ
の
区
域
に
土
地
・
建
物
を
所

有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
人
は
、

速
や
か
に
排
水
設
備
（
汚
水
を
下

水
道
本
管
に
導
く
た
め
の
管
な
ど

の
設
備
）
を
設
置
し
て
、
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
接
続
工
事
の
申
し
込
み

は
、
市
の
指
定
工
事
店
へ
お
願
い

し
ま
す
。

生
活
衛
生
課

☎
22
‐
0
5
2
1

下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

下
水
道
課

☎
23
‐
7
6
4
4

地
域
整
備
課

☎
32
‐
1
9
8
8

地
域
整
備
課

☎
37
‐
2
2
9
8

●問
■本■鳳■作

児
童
課

☎
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

☎
32
‐
1
9
8
2

新
城
警
察
署
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

〜
犯
罪
に
あ
わ
な
い
！

　
　
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
！

　
　
　
犯
罪
を
見
逃
さ
な
い
！
〜

　
県
内
の
犯
罪
発
生
総
数
は
、
平

新
城
警
察
署
☎
22
‐
0
1
1
0

●問●HP

●問
●申

ふ
な
や
ま
や
す
の
り

こ

ば
や
し
つ
よ
し

い
り

べ

あ
き

こ

か
ん

の

ま
さ

き

お
か

べ

た
か

し

み
　
き

よ
し
ひ
と

■本
●問

●問
■本■鳳
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成
15
年
に
22
万
件
を
超
え
ま
し
た

が
、
そ
の
後
減
少
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昨
年
は
、
一
部
の
街

頭
犯
罪
は
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
現
金
を
だ
ま
し
取
る
振

り
込
め
詐
欺
の
被
害
が
過
去
最
悪

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
１
日

（水）
か
ら
10
日

（金）
ま

で
の
10
日
間
、
「
春
の
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
県
民
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
警
察
で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
で

発
生
す
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
、

街
頭
活
動
を
強
化
し
、
安
全
で
住

み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

飛
び
出
さ
な
い
 

い
つ
で
も
ブ
レ

ー
キ
 

ぼ
く
の
あ
し

〜
新
入
学
児
童
・
園
児
を

　
　
　
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
〜

　
４
月
６
日

（月）
か
ら
15
日

（水）
ま
で

の
10
日
間
、
春
の
交
通
安
全
県
民

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
年
度
が
始
ま
り
、
新
入

学
児
童
・
園
児
が
新
し
い
ピ
カ
ピ

カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
や
制
服
で
ウ
キ

ウ
キ
し
て
い
る
こ
の
時
期
、
気
を

つ
け
て
ほ
し
い
の
が
交
通
事
故
で

す
。

　
家
族
全
員
で
、
「
交
通
安
全
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

市
営
住
宅
空
家
待
機
者
定
期
募
集

　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
市
営

住
宅
に
空
家
が
で
き
た
場
合
に
、
抽

選
順
位
に
従
っ
て
入
居
し
て
い
た
だ

く
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
期
間

　
３
月
16
日

（月）
〜
４
月
17
日

（金）

　
た
だ
し
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

受
付
期
間

　
４
月
６
日

（月）
〜
４
月
17
日

（金）

　
た
だ
し
土
・
日
曜
日
は
除
く

抽
選
日
時

　
４
月
24
日

（金）
　
午
後
２
時

抽
選
会
場

　
市
民
体
育
館

申
込
資
格

　
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団
員
が

　
い
な
い
こ
と

②
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し

　
よ
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

　
（
た
だ
し
、
昭
和
31
年
４
月
１
日

　
以
前
に
生
ま
れ
た
人
・
身
体
障
害

　
者
な
ど
は
単
身
も
可
）

③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

④
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
・
夫

　
婦
子
供
１
人
の
家
族
の
う
ち
２
人

　
は
無
収
入
で
年
間
総
収
入
金
額
399

　
万
６
千
円
未
満
の
世
帯
）
で
あ
る

　
こ
と

※
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、
詳

　
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。

申
込
用
紙
の
配
布
お
よ
び

問
い
合
わ
せ

　
　
都
市
計
画
課

　
　
�
23
‐
7
6
4
0

　
　
経
済
建
設
課

　
　
�
32
‐
1
9
7
7

　
　
地
域
整
備
課

　
　
�
37
‐
2
2
9
7

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

東 原 住 宅

上 市 場 西 住 宅

上 市 場 東 住 宅

長 篠 住 宅

大 野 住 宅

川 合 住 宅

明 和 住 宅

和 田 住 宅

開 成 住 宅

平井字東原30

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セイホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字下屋敷14-3

1戸1台

1戸1台
（自治会管理分含む）

1戸1台

1戸1台

1戸1台

駐車スペース有

駐車スペース有

1戸2台

1戸2台

豊鉄バス
宗高バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
大野田バス停

豊鉄バス
本長篠バス停

市営バス
小野バス停

豊鉄バス
川合バス停

豊鉄バス
高里バス停

豊鉄バス
和田バス停

市営バス
川尻バス停

21,700～43,200

17,000～33,400

18,900～38,300

19,600～38,500

19,100～37,500

14,200～30,300

18,700～36,700

23,000～45,200

22,700～44,600

H1～2

S56

S57～59

H1

H2

S58～60

S63

H16

H20

4～5

3

3～4

3

3

1

1

1

1

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

住 宅 名

※家賃は平成21年度のものです。

所 在 地
入　居
開始年

階数 間取り
家賃(月額／円)

（収入により決定） 

最 寄 の
交通機関 駐車場

　2月25日（水）、消防広報車が

県共済生活協同組合から市へ

寄贈されました。

　この消防広報車は、排気量

1,800cc、７人乗りです。消防

本部に配備され、今後は消防

活動や広報活動などに使用し

ます。

●問
■本■鳳■作
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受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
（
一

定
の
障
害
が
あ
る
と
き
は
、
20
歳

未
満
）
を
監
護
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
し
て
い
る
人

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
重
度
の
障
害
に
あ
る
児
童

・
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

　
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

　
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童

・
父
・
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
な
ど
の
前
年
（
６
月
分
の
申
請

ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定

額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
の
全

部
ま
た
は
一
部
が
支
給
停
止
さ
れ

ま
す
。

※
手
当
の
一
部
減
額
措
置
に
つ
い
て

　
「
支
給
開
始
か
ら
５
年
（
３
歳

未
満
の
児
童
が
い
る
場
合
は
、
そ

の
児
童
が
３
歳
に
な
っ
た
月
の
翌

月
か
ら
５
年
）
」
ま
た
は
「
支
給

事
由
（
離
婚
な
ど
）
発
生
か
ら
７

年
」
が
経
過
し
た
と
き
は
、
手
当

の
一
部
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
就
労
や
求
職

活
動
、
障
害
な
ど
の
状
況
に
よ
っ

て
は
、
引
き
続
き
今
ま
で
ど
お
り

手
当
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
特
別
障
害
者
手
当
は
、
20
歳
以

上
の
障
害
者
で
、
重
複
し
た
重
度

の
障
害
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
在
宅
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

国
の
手
当
　
　
２
６
，
4
4
０
円

　
県
の
制
度
で
国
の
手
当
に
加
算

さ
れ
ま
す
。

①
身
体
１
〜
２
級
の
障
害
を
有
し
、

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

　
　
　
　
　
　
　
７
，

０
９
０
円

②
身
体
１
〜
２
級
の
人
、
ま
た
は

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

　
　
　
　
　
　
　

１，
０
９
０
円

手
当
月
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
で
、

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

　
　
　
　
　
　
１
６
，

１
０
０
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
、

　
ま
た
は
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人
（
65

　
歳
以
上
の
人
で
、
新
た
に
障
害

　
者
と
な
ら
れ
た
人
は
対
象
外
）

　
　
　
　
　
　
　
７
，

０
０
０
円

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
、
Ｉ

　
Ｑ
50
以
下
の
人
（
65
歳
以
上
の

　
人
で
、
新
た
に
障
害
者
と
な
ら

　
れ
た
人
は
対
象
外
）

　
　
　
　
　
　
　
７
，

０
０
０
円

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
と
き

・
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

・
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

　
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
と
き
 

手
当
月
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
の

　
人
、
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人
、
ま
た

　
は
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級

　
の
人
　
　
　
　
　
２
，

８
０
０

円
②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
人
、

　
Ｉ
Ｑ
36
〜
50
の
人
、
ま
た
は
精

　
神
障
害
者
福
祉
手
帳
２
級
の
人

　
　
　
　
　
　
　
２
，

４
０
０
円

③
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
人

　
　
　
　
　
　
　
１
，

２
０
０
円

④
身
体
障
害
者
手
帳
５
〜
６
級
の

　
人
、
Ｉ
Ｑ
51
〜
75
の
人
、
ま
た

　
は
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
３
級

　
の
人
　
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
た
だ
し
、
社
会
福
祉
施
設
入
所

者
、
特
別
障
害
者
手
当
受
給
者
、

障
害
児
福
祉
手
当
受
給
者
へ
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
者

　
小
学
校
６
年
生
ま
で
の
お
子
さ

ん
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
人

所
得
制
限
　

　
受
給
資
格
者
の
前
年
（
４
月
分

の
申
請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得

が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手

当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
過
去
に
所
得
制
限
を
超

え
て
い
た
た
め
手
当
を
受
け
て
い

な
い
人
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
後
の

所
得
額
に
よ
り
手
当
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
障
害
児
福
祉
手
当
は
、
20
歳
未

満
で
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

国
の
手
当
　
　
１
４
，
3
8
0
円

　
県
の
制
度
で
、
国
の
手
当
に
次

の
と
お
り
加
算
さ
れ
ま
す
。

①
身
体
１
〜
２
級
の
障
害
を
有
し
、

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

　
　
　
　
　
　
　
７
，

１
６
０
円

②
身
体
１
〜
２
級
の
人
、
ま
た
は

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
人

　
　
　
　
　
　
　
１
，

１
６
０
円

　
た
だ
し
、
次
の
項
目
に
該
当
す

る
場
合
は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
と
き

・
病
院
な
ど
に
、
継
続
し
て
３
カ

　
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
と
き

　
　
（
特
別
障
害
者
手
当
の
み
）

・
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

　
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き

　
　
（
障
害
児
福
祉
手
当
の
み
）

・
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

児
童
課
　
☎
23
‐
7
6
2
2

福
祉
課
　
☎
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課
　
☎
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課
　
☎
37
‐
2
2
1
1

21
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

特
別
障
害
者
手
当

県
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

市
障
害
者
手
当

児
童
手
当

児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

●問
■本■本

■鳳■作

か
ん

ご
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・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
に

　
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
に
引
き
続
き
１
年

　
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
行
方
不
明
で
あ
る
児
童

・
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
な
ど
の
前
年
（
７
月
分
の
申
請

ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定

額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

受
給
資
格
者

　
身
体
、
知
的
発
達
ま
た
は
精
神

に
中
度
・
重
度
の
障
害
（
ま
た
は

病
状
）
を
有
す
る
20
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
人

・
Ｉ
Ｑ
35
以
下
程
度
、
ま
た
は
身

　
体
障
害
１
〜
２
級
程
度

・
Ｉ
Ｑ
50
以
下
程
度
、
ま
た
は
身

　
体
障
害
３
級
程
度
（
４
級
の
一

　
部
含
む
）

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

族
な
ど
の
前
年
（
６
月
分
の
申
請

ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定

額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手
当
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。
支
給
停
止
さ

れ
る
場
合
で
も
、
受
給
資
格
は
取

得
で
き
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
各
種
手
当
に
つ
い
て
、
受
給
資

　
格
の
確
認
な
ど
、
詳
し
い
内
容

　
に
つ
い
て
は
児
童
課
へ
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を

監
護
・
養
育
し
て
い
る
人

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
に

　
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
に
引
き
続
き
１
年

　
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
行
方
不
明
で
あ
る
児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童

・
右
の
項
目
に
準
ず
る
状
態
の
児

　
童

※
市
遺
児
手
当
に
は
所
得
制
限
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

市
遺
児
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

児童扶養手当

県 遺 児 手 当

市 遺 児 手 当

特別児童扶養手当

区 　 分 　 全額支給される人�　　一部支給される人
児童1人のとき

児童2人のとき

児童3人以上

月額　41,720円

月額　46,720円

月額　41,710円～　9,850円

月額　46,710円～14,850円

3人目からは、1人増すごとに3,000円追加

支給開始1～3年目　児童１人につき月額4,500円

支給開始4～5年目　児童１人につき月額2,250円

支給開始6年目～　　支給対象外

児童１人につき月額2,000円

IQ35以下程度、または身体障害1・2級程度　　　　　　 児童1人につき月額50,750円

IQ50以下程度、または身体障害3級程度（4級の一部含む）児童１人につき月額33,800円

児 童 手 当

3歳未満の児童　　　　　　一律月額10,000円

3歳以上の児童

第1子　　　　月額　5,000円

第2子　　　　月額　5,000円

第3子以降　　月額 10,000円

※第1子などの数え方は、

　１８歳以下（１８歳に達する

　日以後最初の３月３１日まで）

　のお子さんが対象です

※金額は改定することがあります。

金
剛
力
士
像
（
善
福
寺
の
仁
王
尊
）

 
作
手
清
岳
に
あ
る
作
手
地
区

最
古
の
名
刹
と
し
て
知
ら
れ
る

善
福
寺
の
参
道
に
仁
王
門
が
あ

り
、
こ
こ
に
金
剛
力
士
像
は
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
道
の
石
段
を
10
段
ほ
ど
登

っ
た
と
こ
ろ
に
そ
の
門
は
あ
り
、

建
物
の
規
模
は
６
坪
ほ
ど
、
そ

の
両
側
に
あ
る
木
造
寄
木
造
り

の
金
剛
力
士
像
は
、
鎌
倉
時
代

の
運
慶
作
と
伝
え
ら
れ
、
身
の

丈
は
2.8
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
以
前
に
は
岡
崎
市
の
桜

井
寺
に
あ
っ
た
も
の
を
兵
火
か

ら
避
け
る
た
め
に
当
寺
に
移
し

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
門
を
く
ぐ
っ
て
、
幅
２

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
約
60
メ
ー
ト

ル
の
石
段
を
真
っ
直
ぐ
上
に
進

む
と
、
善
福
寺
の
本
堂
に
着
き

ま
す
。

　
こ
の
善
福
寺
は
、
そ
の
縁
起

に
よ
る
と
「
当
山
は
聖
徳
太
子

の
草
創
に
し
て
、
本
尊
は
聖
徳

太
子
御
作
及
び
弘
法
大
師
と
毘

首
羯
摩
天
の
御
両
作
な
り
」
と

書
き
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
詳
細
は
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ま
た
、
240
年
ほ
ど
年
月
が
過

ぎ
た
こ
ろ
に
、
聖
徳
太
子
作
の

仏
像
の
手
が
破
損
し
て
い
た
の

で
、
こ
の
手
を
直
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
こ
の
地
を
「
作
手
」

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
善
福
寺
に
は
、
こ
の
金
剛
力

士
像
の
ほ
か
に
、
多
く
の
日
本

史
上
に
残
る
人
物
の
伝
承
や
文

化
財
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
く
に
行
っ
た
際
に
は
、
立

ち
寄
っ
て
み
て
、
作
手
地
区
の

歴
史
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。 �

市
指
定
有
形
文
化
財（
彫
刻
）

�
平
成
9
年
5
月
1
日
　
指
定

文
化
課
　
☎
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

�

受
給
資
格
者

　
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
る
18
歳

以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を

監
護
・
養
育
し
て
い
る
人

県
遺
児
手
当

ご

り
ょ
う
さ
く

き
よ
お
か

め
い
さ
つ

び

し
ゅ
き
ゃ
ら
ま
 

て
ん

よ
せ

ぎ
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生活衛生課　 ☎22‐0521・�22‐0554

●問

本

環境課　　　 ☎23‐7677・�23‐8388本

●問
本

　
今
年
度
も
、
第
４
回
目
と
な
る
「
キ
ャ

ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
団
体
や
学
生
な
ど

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と
と
も

に
開
催
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段
階
か
ら

い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、

楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
も
さ
ら
に
発
展
し
た
取
り
組
み
と

な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
行

動
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
資
格

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

　
　
　

環
境
課
　
☎
23
‐
７
６
７
７

　
４
月
１
日

（水）
か
ら
、
市
内
17
店
舗
で
レ

ジ
袋
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
各
店
舗
で
レ
ジ
袋
の
無
料
配

布
を
や
め
、
消
費
者
へ
マ
イ
バ
ッ
グ
な
ど

の
持
参
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
参
加
店
舗
の
要
件
〉

①
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中
止
を
約
束
す
る

　
「
協
定
書
」
を
交
わ
す
こ
と

②
レ
ジ
袋
を
販
売
し
収
益
が
出
た
場
合
に

　
は
、
社
会
貢
献
や
環
境
活
動
な
ど
に
使

　
用
す
る
こ
と

③
レ
ジ
袋
削
減
の
効
果
（
レ
ジ
袋
辞
退
率
）

　
を
報
告
す
る
こ
と

　
　
　生
活
衛
生
課
　
☎
22
‐
０
５
２
１

　
４
月
１
日

（水）
か
ら
、
一
部
の
地
区
で
「
燃

や
す
も
の
」
の
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

　
出
す
際
は
、
必
ず
収
集
日
当
日
の
朝
８

時
30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
へ
出

し
て
く
だ
さ
い
。

昨年12月に日吉地内で収容された
5頭のバセットハウンド

　
昨
年
末
、
捨
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
複
数
の
バ
セ
ッ
ト
ハ
ウ
ン
ド
犬
が

市
内
数
カ
所
で
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

捕
獲
さ
れ
た
犬
の
中
に
は
、
痩
せ
細

り
、
餌
も
食
べ
ら
れ
な
い
ほ
ど
衰
弱

し
た
犬
も
い
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
人
間
の
身
勝
手
な
行

動
に
よ
る
犬
・
ね
こ
の
遺
棄
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。
動
物
た
ち
は
飼
い
主

を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
飼
い

主
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
動
物
を

飼
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
犬
・
ね
こ
を
捨
て
る
こ
と

は
、
犯
罪
行
為
で
す
。
犯
罪
防
止
の

た
め
、
犬
・
ね
こ
を
捨
て
る
現
場
を

目
撃
し
た
人
は
、
警
察
に
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

収集日が変わる行政区

蔵平、栗衣、大平

橋平、湯谷、槙原、ドウデイ、柿平、井代、能登瀬、

名越、睦平、細川、秋葉巣山、七郷一色、阿寺大沢、

名号、鳳来川合、池場

新戸、柿本、五反田、定国、紺東、紺西、大田輪、

山吉田山中、小阿寺、上吉田、高野、竹ノ輪、

多利野、黄柳野

地　区 行　政　区　名 収集日

鳳　来 月・木

上表以外の地区にお住まいの人は、現在の収集日に出してください。
※詳しくは各戸配布した「資源・ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
学
習
机
（
子
ど
も
用
　
机
の
み
）

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク
（
健
康
器
具
）

・
16
イ
ン
チ
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル

・
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
ー

　
（
ｗ
ｉ
ｎ
95
・
98
用
）

・
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
機
織
器
（
は
た
お
り
き
）
�
電
動
ミ
シ
ン

・
茶
ぶ
台
（
直
径
70
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
）

・
ア
ル
ミ
製
二
連
は
し
ご

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
の
あ
る

方
は
、①
名
前
②
住
所
③
電
話
番
号
を
生
活
衛
生

課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
仮
称
）

●問
本
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和田公民館

見代公民館

田代 消防詰所

農協南部出張所

赤羽根石原政嗣氏宅前

東高松新島川橋

大和田公民館

鴨ヶ谷 消防詰所

市場集会所

須山老人憩の家

相寺老人憩の家

川合ごみ集積所前

野郷バス停

小滝松井茂氏宅前

守義バス車庫前

農協北部出張所

下木和田

上木和田

善夫斎藤孝子氏宅前

黒瀬 消防詰所

岩波吉祥院

東田原公民館

西田原公民館

西田原権田理吉氏宅前

中河内老人憩の家

中河内権田栄一氏宅前

作手総合支所前

長篠西公会堂

本郷構造改善センター

浅下集会所

寺林公民館

門谷・旧高校寄宿舎前

玖老勢コミュニティプラザ

大石公会堂

川売集会所

海老構造改善センター

須山集会所

四谷･大代旧自転車置場

連谷 消防詰所

岡・大草公会堂

吉村老人憩の家

鳳来総合支所車庫前

睦平公民館

細川公民館

巣山公民館

旧農協一色出張所

阿寺公民館

大野・中央集会所

井代公民館

午前 9時10分～ 9時20分

午前 9時35分～ 9時45分

午前10時 5分～10時15分

午前10時25分～10時35分

午前10時45分～10時55分

午前11時 5分～11時15分

午前11時25分～11時35分

午前11時50分～12時　　

午後 1時15分～ 1時40分

午後 1時45分～ 2時 5分

午後 2時15分～ 2時30分

午後 2時40分～ 2時50分

午後 3時　 ～ 3時10分

午前 9時30分～ 9時40分

午前 9時50分～10時　　

午前10時10分～10時30分

午前10時45分～10時55分

午前11時　　～11時 5分

午前11時20分～11時30分

午前11時40分～11時50分

午後 1時10分～ 1時20分

午後 1時25分～ 1時35分

午後 1時40分～ 1時50分

午後 2時　　～ 2時10分

午後 2時20分～ 2時30分

午後 2時40分～ 2時50分

午後 3時　5分～ 3時35分

午前 8時50分～ 9時　5分

午前 9時15分～ 9時30分

午前 9時40分～ 9時50分

午前10時　　～10時10分

午前10時20分～10時30分

午前10時40分～11時 5分

午前11時15分～11時25分

午前11時40分～11時50分

午後　1時10分～ 1時30分

午後 1時45分～ 1時55分

午後 2時10分～ 2時20分

午後 2時30分～ 2時40分

午後 3時　　～ 3時10分

午後 3時20分～ 3時30分

午後 3時40分～ 4時　　

午前　9時　　～ 9時10分

午前 9時20分～ 9時30分

午前 9時45分～ 9時55分

午前10時 5分～10時15分

午前10時35分～10時45分

午前11時　　～11時30分

午前11時40分～11時50分

午後 1時　　～ 1時15分

午後 1時25分～ 1時35分

午後 1時45分～ 1時55分

午後 2時　　～ 2時15分

午後 2時25分～ 2時35分

午後 2時50分～ 3時　　

午後 3時10分～ 3時20分

午後 3時30分～ 3時40分

午後 3時50分～ 4時　　

午前 9時　　～ 9時20分

午前 9時30分～ 9時45分

午前10時 　～10時10分

午前10時20分～10時30分

午前10時35分～10時45分

午前11時　　～11時20分

午前11時25分～11時45分

午後 1時　　～ 1時10分

午後 1時20分～ 1時40分

午後 1時50分～ 2時　　

午後 2時10分～ 2時25分

午後 2時35分～ 2時40分

午後 2時50分～ 3時　　

午後 3時15分～ 3時25分

午後 3時35分～ 4時　　

午前 9時10分～ 9時20分

午前 9時30分～ 9時40分

午前 9時50分～ 10時　　

午前10時10分～10時20分

午前10時30分～10時35分

午前10時40分～10時45分

午前11時　　～11時10分

午前11時20分～11時50分

午後 1時 5分～ 1時30分

午後 1時40分～ 2時10分

午後 2時20分～ 2時50分

午後 3時　　～ 3時30分

午前 9時　　～ 9時20分

午前 9時30分～ 10時　　

午前10時10分～10時30分

午前10時40分～11時 5分

午前11時15分～11時45分

午後 1時　　～ 1時30分

午後 1時40分～ 2時　　

午後 2時10分～ 2時50分

午後 3時15分～ 3時50分

午前 9時40分～10時10分

午前10時20分～10時50分

午前11時　　～11時45分

午後 1時10分～ 1時40分

午後 1時50分～ 2時15分

午後 2時25分～ 2時50分

午後 3時　　～ 3時30分

能登瀬公民館

名越公民館

名号集会所

三河川合駅前

池場国民運動場入口

柿平鈴木氏宅前

三河槙原駅前

湯谷温泉駅前

引地公民館

塩沢構造改善センター

吉川公民館

竹ノ輪公民館

多利野バス停

黄柳野公民館

山吉田トレーニングセンター

下吉田公民館

新戸公民館

定国老人憩の家

蔵平公会堂

乗本公会堂

栗衣公会堂

大栗 消防器具庫

本久集会所

川路公民館

源氏お寺

恩原・三和太屋

大輪・光輪寺

愛郷公民館

上島田三叉路

中島田神社前

塩瀬公民館

布里生活改善センター

有海勤労者センター

大海運動場（東郷東保育園前）

須長公民館

富永川上公会堂

大野田公民館

川田公民館駐車場

川田原公民館

市場台西公園（資源回収会場）

野田公民館

稲木公民館

今出平公民館

杉山萬福寺前

平井公民館

黒田公民館

中宇利集落センター

富岡ふるさと会館

一鍬田公民館

庭野公民館

富永神社会館前

市民体育館駐車場

4月8日
（水）

作　手

4月9日
（木）

作　手

4月10日
（金）

鳳　来

4月13日
（月）

鳳　来

4月13日
（月）

鳳　来

4月14日
（火）

新　城

鳳　来

4月15日
（水）

新　城

鳳　来

4月17日
（金）

新　城

4月16日
（木）

新　城

月   日　　　　会    　　 場� 　　　　　　実 施 時 間 月   日　　　　 会    　　 場�　　　　　　 実 施 時 間

平成21年度

最寄りの会場で受けてください。都合のつかない人は、動物病院でも狂犬病予防注射が受けられます。

　　持参するもの
愛犬手帳・通知はがき・料金

　料金　　予防注射のみ�　　　　 1頭　3,300円

 　　　　　新規登録と予防注射　　1頭　6,300円

（新規登録の人には、愛犬手帳・鑑札を交付します）

狂犬病は、人にも感染し、発症すると

致死率ほぼ100％の恐ろしい病気です。

必ず予防注射を受けましょう！

市には、犬のフンのあとしまつに関する苦情がしばしば寄せられます。他人の犬のフンを始末することは
不愉快なものです。フンのあとしまつは飼い主のマナーです。散歩時には必ずフンを持ち帰りましょう。

狂犬病予防集合注射日程表狂犬病予防集合注射日程表

●問 環境課　 ☎ 23‐7677本
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新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
23
‐
8
5
5
1

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
2
8
1
1

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
37
‐
2
8
3
9

　
脳
血
管
疾
患
な
ど
の
人

※
詳
し
い
内
容
は
、
鳳
来
保
健

　
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

　
4
月
17
日

（金）
　

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

　
4
月
14
日

（火）
　
午
前
10
時

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に

　
不
安
を
感
じ
て
い
る
人

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動
な
ど

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

機
能
訓
練
教
室（
要
申
込
）

メ
タ
ボ
予
防
教
室（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

4
月
2
日

（木）
　
午
前
10
時

　
「
メ
タ
ボ
は
気
に
な
る
け
ど
、

何
を
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
５
月
21
日
・
６
月
11
日
・
７

　
月
２
日
・
８
月
６
日
・
９
月

　
17
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）
　

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
（
た
だ
し
６
月
、
８
月
は
午

　
後
１
時
ま
で
）

　
５
回
で
１
コ
ー
ス

　
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で
の
人
で
、

　
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
値
が
25
以
上
あ
り
、

　
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血

　
症
の
項
目
で
要
指
導
、
要
観

　
察
の
判
定
の
人

　
健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
運
動
講
習
・

　
栄
養
指
導
・
調
理
実
習
・
血

　
液
検
査
・
健
康
相
談
な
ど

　
10
人

　
無
料

がん検診日程表

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

会場　　検診内容�　　検　診　日�　　予約開始日 　備　　考

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

※前立腺がん

胃がん・大腸がん

胃がん

大腸がん

前立腺がん

子宮がん

乳がん

乳がん・骨粗しょう症

胃がん

大腸がん

子宮がん
乳がん　

5月26日（火）

7月20日（月・祝）

9月27日（日）

10月30日（金）

１１月24日（火）

１２月19日（土）

2月4日（木）

　４月２3日（木）

６月3日（水）

8月22日（土）

１1月5日（木）

5月18日（月）

6月27日（土）

　９月７日（月）

　７月１6日（木）

8月4日（火）

１０月14日（水）

４月13日（月）

7月13日（月）

受 付 中

４月１3日（月）

４月13日（月）

午前実施

※前立腺がんは、

　50歳以上で、

　胃がんとセット

午前実施

※大腸がんは、

　胃がんとセット

※前立腺がんは、

　50歳以上の人

子宮がん午前

乳がん１日

１日実施

午前実施

平成21年度

平成22年

申し込みの注意点
�申し込みは、新城、鳳来、作手の各会場の保健センターへお願いします。
　ただし、同じ検診を複数の会場へ申し込むことはご遠慮ください。
�各検診（医療機関での受診も含みます）は、1人につき1年（4月～翌年
　3月）1回です。
�定員になり次第、受け付けを終了します。
�10月以降は、申し込みが集中します。なるべく早い日程での受診をお
　勧めします。

　
４
月
16
日
・
５
月
21
日
・
６

　
月
18
日
（
す
べ
て
木
曜
日
）

　
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

　
講
話
・
妊
婦
体
操
･
沐
浴
実

　
習
な
ど

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　
水
分
の
補
給
が
で
き
る
も
の

※
３
回
１
コ
ー
ス
で
す
が
、
１

　
回
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い
。

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

検
　
診

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
4
月
23
日

（木）

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
　
　
　

　
胃
が
ん
1,
0
0
0
円
・
大
腸

　
が
ん
300
円

※
大
腸
が
ん
検
診
は
、
胃
が
ん
検

　
診
と
セ
ッ
ト
の
受
診
で
す
。

●問●問●問

●対

●対

●時●時

●時

●対●内 ●申
●所

●申
●所

●申
●所

●申
●所

●時 ●申
●所

●申
●所

●時●内

●内●定●￥

も

く

よ

く

●持

●時●内●￥



27 広報しんしろ 2009.4

近
藤
　
恭
介

鈴

木

　
颯

松
下
　
佑
翼

瀧
川
悠
理
子

加
藤
　
心
結

村
田
　
真
穂

�
橋
い
ろ
は

田
代
　
幸
愛

河
口
さ
く
ら

原
　
慎
之
介

夏
目
　
麻
衣

剱
　
誠
士
朗

瀧
川
愛
依
八

熊

谷

　
空

井
川
　
優
奈

山
本
　
一
輝

長
坂
　
心
愛

青
木
　
奏
澄

照
井
　
颯
真

田
中
　
梨
結

竹
内
　
嘉
乃

梶

原

　
香

石
野
　
夢
士

寺
田
　
渉
琉

男男男女女女女女女男女男男男女男女男男女女女男男

欽
宏

隆
正

倫
典

夏
樹

喜
紀

正
文

建
矢

功昌
智

真
慈

和
茂

幸
一
郎

信
茂

司敬
介

陽
生

貴
史

弘
一

貴
司

克
彦

克
典

直
幸

吉
文

一
成

富

沢

川

田

連

合

杉

山

川

田

原

川

田

川

路

川

田

平

井

平

井

富

保

富
岡
東
部

大

宮

栄

町

鳥

原

野

田

名

越

矢

部

川

路

大

野

平

井

平

井

上

吉

田

川

田

氏
　
　
　
名
　
　
　

　性
別
　

　保
護
者
　
　
　

地
　
区

県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。
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県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

☎
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

☎
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ
 

新

城

薬

剤

師

会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

☎
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く

す

り

安

心

電

話

2月届出分
2月1日～28日の間に届出のあった赤ちゃんです。

届出人の承諾を得て掲載させていただいています。

※印は前々日までにご予約ください

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身 体 障 害 者 福 祉 相 談

知的障害児者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター相談室

しんしろ福祉会館相談室

作手開発センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

市民体育館第1・2会議室

市民体育館第1会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

4/6（月）　午前9時　（要予約）

4/6（月）　午前10時　（要予約）

4/21（火）　午前10時　（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

4/9（木）午前10時～午後3時※6日（月）正午までに要予約

4/24（金）午前10時～午後3時※21日（火）正午までに要予約

4/8（水）、22（水）　午後1時～4時（要予約）

4/1（水）、15（水）　午後1時～4時

4/2（木）、16（木）　午後1時～4時

4/13（月）　午後1時～4時

4/10（金）　午後1時～4時

4/8（水）　午後1時30分～3時30分

4/22（水）　午後4時～8時　（要予約）

4/14（火）、28（火）午前10時30分～午後2時30分

4/21（火）　午後1時～4時　（要予約）

4/14（火）　午後1時～4時

4/28（火）午前10時～午後3時※年金の代理請求は委任状必要

4/4（土）、18（土）　午前9時～正午　（要予約）

4/11（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

市 民 課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7628

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

※

4月の各種相談

20年 17

19

2

0

0

0

22

22

0

22

22

0

102

108

6

21年

増減

2月中

市内の交通事故状況

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

35

33

－2

0

0

0

41

39

－2

41

39

－2

205

207

2

20年

21年

増減

分

累計
2月末
現在

ゆ
　
り
　
こ

し

ん

の

す

け

せ
い

し

ろ

う

ら

い

や

き
ょ
う
す
け

　

は
や
て

ゆ
う
す
け

み
　
　
ゆ

ま
　
　
ほ

ゆ
き

あ

ま
　
　
い

　
　

そ
ら

ゆ
　
　
な
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き

こ
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な

と

そ
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ゆ
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う
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め

じ

わ

た

る
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シリーズ第22話

●問 市民病院　総務課
☎ 23‐7852

　
厚
生
労
働
省
は
、
21
世
紀
の
日
本

を
す
べ
て
の
国
民
が
健
や
か
で
心
豊

か
に
生
活
で
き
る
活
力
あ
る
社
会
と

す
る
た
め
、
壮
年
（
働
き
盛
り
）
期

死
亡
の
減
少
、
健
康
寿
命
の
延
伸
お

よ
び
生
活
の
質
の
向
上
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
22
年
度
ま
で

「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く

り
運
動
」
（
健
康
日
本
21
）
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
糖
尿
病
を
は
じ
め
高
血
圧
、

高
脂
血
症
な
ど
生
活
習
慣
病
と
呼
ば

れ
る
疾
患
は
増
加
し
、
医
療
費
の
増

大
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
を
抑
制
で
き
る
よ
う
に
健
康
を
増

進
し
、
疾
病
を
予
防
す
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
た
対
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
が
特
定
健

診
や
特
定
保
健
指
導
で
す
。

特
定
健
診
の
結
果
、
特
定
保
健
指
導

が
必
要
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
人
は
も

ち
ろ
ん
、
メ
タ
ボ
予
備
群
の
人
に
も

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
は
「
太

る
も
痩
せ
る
も
食
事
が
基
本
」
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

適
度
な
運
動
を
継
続
し
て
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
、
前
回
（
ほ

の
か
３
月
号
）
で
も
お
伝
え
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
さ
ら
に
効
果
的
に
す
る

た
め
に
は
正
し
い
食
生
活
を
送
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
な
ど
で
「
○

○
を
食
べ
れ
ば
痩
せ
ら
れ
る
」
式
の

偏
っ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
を
紹
介
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
に
は
健
康
上
の
弊

害
も
多
く
、
お
勧
め
で
き
る
も
の
と

は
い
え
ま
せ
ん
。

　
偏
っ
た
食
生
活
を
送
り
ダ
イ
エ
ッ

ト
を
す
る
よ
り
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
生
活
と
適
度
な
運
動
を
習
慣

に
し
た
結
果
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
成
功

す
る
と
い
う
方
が
理
想
的
と
い
え
ま

す
。

　
最
近
で
は
、
テ
レ
ビ
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
お
弁
当
コ
ー
ナ
ー

な
ど
で
「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

を
お
知
ら
せ
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
厚
生
労
働
省
と
農
林

水
産
省
が
推
奨
す
る
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
を
「
コ
マ
」
で
表
現
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
コ
マ
が
傾
か
ず
に

ま
わ
る
よ
う
な
食
事
が
理
想
的
で
す
。

　
市
民
病
院
の
特
定
保
健
指
導
で
は
、

管
理
栄
養
士
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
に
つ
い
て
の
指
導
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
長
年
の
生
活
習
慣
を

変
え
て
い
く
こ
と
は
大
変
で
す
が
、

あ
ま
り
気
負
わ
ず
、
で
き
る
こ
と
か

ら
日
常
生
活
に
取
り
入
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市民病院 栄養管理課

　運営課長  川出隆由

こんな人は内臓脂肪に要注意！

・お腹がポッコリ出ている

・お腹が出ている割につまんで

　もそれほど厚みがない

・血糖値が高い

・高脂血症だと診断された

・脂っこいものや甘いものをよ

　く食べる

・ アルコールをよく飲む

副菜（5～6SV） 

主菜（3～5SV） 

※SVとはサービング（食事の提供量の単位）の略

果物（2SV） 
牛乳・乳製品
（2SV）

水・お茶
運動

主食（5～7SV）

1
日

の
食

事
バ

ラ
ン

ス

か わ で 　た か よ し
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３
月
号
で
故
郷
の
花
に
触
れ
た
の

で
、
４
月
号
で
は
故
郷
の
木
に
触
れ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
愛
知
県
の

木
「
ハ
ナ
ノ
キ
」
は
、
昭
和
41
年
に

住
民
投
票
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
し

た
。

　
豊
根
村
の
尹
良
神
社
に
高
さ
20
メ

ー
ト
ル
の
大
木
が
あ
り
、
近
く
に
小

さ
な
群
落
も
あ
り
ま
す
。

　
カ
エ
デ
の
仲
間
で
、
春
先
に
小
さ

な
濃
い
紅
色
の
花
を
び
っ
し
り
つ
け

木
全
体
が
紅
く
見
え
る
こ
と
か
ら
ハ

ナ
ノ
キ
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
岐
阜
県
に
は
何
カ
所
か
分
布
が
知

ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
愛
知
県
は

一
カ
所
だ
け
だ
っ
た
の
で
、
か
え
っ

て
貴
重
さ
を
増
し
、
め
で
た
く
県
の

木
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
県
内
の
学
校
や
公
園
に

植
え
ら
れ
た
の
で
、
愛
知
県
で
は
珍

し
く
な
い
木
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
当
時
ど
こ
で
も
見
ら
れ
た
た
め
、

２
位
に
な
っ
た
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
の
ほ

う
が
珍
し
く
な
り
そ
う
で
す
。

　
旧
作
手
村
の
木
と
い
え
ば
、
甘
泉

寺
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
い
う
知
名
度
抜

群
の
名
木
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）

が
あ
り
、
堂
々
の
代
表
で
し
た
。

　
旧
鳳
来
町
は
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
ス
ギ
、

傘
杉
を
は
じ
め
と
す
る
鳳
来
寺
参
道

の
苔
む
す
大
木
は
、
こ
れ
も
町
を
代

表
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
木
で
し
ょ
う
。

　
旧
新
城
市
は
ア
カ
マ
ツ
、
や
や
平

凡
な
気
が
し
ま
す
が
、
か
つ
て
マ
ツ

タ
ケ
山
と
し
て
知
ら
れ
た
う
で
こ
き

山
を
は
じ
め
桜
淵
周
辺
の
山
々
に
は

枝
ぶ
り
の
よ
い
ア
カ
マ
ツ
が
生
え
て

い
ま
し
た
。

　
ア
カ
マ
ツ
は
、
酸
性
雨
が
降
り
だ

す
と
一
気
に
弱
ま
り
、
そ
こ
に
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
侵
入
す
る
と

松
枯
れ
を
起
こ
し
、
里
山
の
ア
カ
マ

ツ
は
急
に
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
岡
山
県
と
山
口
県
は
、
県
の
木
に

ア
カ
マ
ツ
を
選
ん
で
い
る
の
で
頭
の

痛
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
さ
て
、
新
・
新
城
市
の
木
は
、
と

い
う
と
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
と
並
ん
で
傘

杉
も
候
補
に
入
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
ス
ギ
は
日
本
中
で
人
気
が
あ
り
、

秋
田
県
、
富
山
県
、
三
重
県
、
京
都

府
、
奈
良
県
、
高
知
県
が
そ
れ
ぞ
れ

シ
ン
ボ
ル
に
選
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
大
人
気
の
ス
ギ
の
中
で
、
日

本
一
背
が
高
い
の
が
傘
杉
な
の
で
す
。

　
平
成
15
年
、
愛
知
県
林
業
セ
ン
タ

ー
に
計
測
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
58

メ
ー
ト
ル
と
出
た
の
で
す
。

　
そ
れ
ま
で
秋
田
県
二
ツ
井
町
の
「
き

み
ま
ち
杉
」
と
名
付
け
ら
れ
た
杉
が
、

樹
高
58
メ
ー
ト
ル
、
日
本
一
高
い
杉

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
じ
高
さ
で
、
傘
杉
も
日
本
一
と

な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
よ
り
詳
し

く
調
べ
た
結
果
、
傘
杉
は
59.5
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
単
独
日
本
一
で
あ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
高
さ
日
本
一
は
自
慢
し
た
く

な
り
ま
せ
ん
か
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
樹
齢
800
年
の

傘
杉
の
下
に
立
ち
太
い
幹
を
見
上
げ

る
と
、
こ
の
大
木
の
す
ご
し
た
年
月

の
重
さ
が
感
じ
ら
れ
、
も
の
い
わ
ぬ

杉
に
生
き
方
を
教
え
ら
れ
る
気
が
し

ま
す
。

市
民
編
集
委
員

　
　
横
山

良
哲

よ
こ
や
ま
　
よ
し

あ
き

心
の
栞
は
、
今
月
号
で
終
了
し
ま
す
。

ゆ

き

よ

し

か

ん

せ

ん
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父　手塚栄裕さん

母　　　　恵さん（新城・本町）

｢はい、ポーズができるように
　　　　　　　　 なったよ☆｣

2歳
（平成19年9月10日生）愛里ちゃん

〔表紙の写真説明〕

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

82
人

61
人

34
人

60
人

566
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人
の
募

集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
平
成
21
年
1
月
末
現
在

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国
の
機

関
の
た
め
す
べ
て
無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接
希
望

　
者
へ
の
紹
介
、
履
歴
書
・

　
職
務
経
歴
書
な
ど
各
種
書

　
類
の
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て
い
る

　
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込
み
、

　
求
人
条
件
に
関
す
る
相
談

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城
」
☎
22
‐
1
1
6
0

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
3
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

　人形供養の会会員　☎22-0645・22-2334　

　ご家庭の押入れなどに眠っていて使わなくなっ

た人形をお持ちの方は、この人形供養祭で供養し

てもらってはいかがでしょうか。

　5月10日（日）（例年5月の第2日曜日）

　受付は午前７時30分から10時30分まで

　富永神社

　供養方法　神式

　（供養される人の名前を木札に書き供養）

供養できるもの

　人形・ぬいぐるみなど

供養できないもの

　ケースのガラスなどは、

　資源ごみにお出しください。

　1,000円以上

　木札代　200円

　鈴木五雄　☎23-8560

　新城少年剣道教室は、新城剣友会の事業とし

て、「新城少年剣道教室」を開講しております。

剣道をやりたい子・剣道で心や体を丈夫にしたい

子は、ぜひご参加ください。

練習日

　毎週火曜日　午後７時30分～９時

　新城中学校武道場（清心館）

　小学１年生～６年生の男女

　入会金　1,000円

　年会費　8,000円

※中学生以上　１回100円

　（親子などで参加可能）

開校式

　４月21日（火）

　午後７時30分

　2 月 9 日（月）、鳳来東小学校で、卒業を控えた 6

年生が在校生へアルプホルンの吹き方の伝承をし

ました。1 本 3 メートルにもなるアルプホルンは、

平成 2 年から 3 年にかけて地元のＰＴＡがヒノキの

間伐材を用いて作り、18 年間、児童から児童へと

受け継がれてきました。6 年生の小野田泰大くん

は、「強く吹いて大きな音を出したい」と話し、同

じく 6 年生の居澤菜々さんは、「音を出すのは大変

だけど、おもしろい」とそれぞれの思いを話して

くれました。

　市と姉妹提携を結んでいる知多郡東浦

町では、毎年4月「於大まつり」を開催

しています。「於大まつり」は、徳川家

康公の生母である於大の方が、東浦町の

出身であることにちなんで行われるまつ

りです。まつりの見所は、於大のみちを

パレードする時代行列です。あなたも、

東浦町の春を満喫しに出かけませんか。

　４月18日（土）

　午前８時 鳳来総合支所出発（市役所経由）

　午後４時 鳳来総合支所帰着予定

　東浦町於大公園・於大のみち・乾坤院一帯

　雨天の場合中止

　無料（昼食は各自）

※参加される方全員（4人まで）の住所・氏名・年齢・

　電話番号を記入し、ハガキまたはＥメールでご応

　募ください。

※代表者の氏名に◎（二重丸）を記入してください。

　抽選結果を後日代表者に連絡します。

　市内在住の人

　３月27日（金）必着

　30人（応募者多数の場合は抽選）

　4月16日～6月25日（毎週木曜日）

　午後7時30分～8時30分

　西部公民館（ちさと館）

　1,200円（テキスト代）

　市社会福祉協議会　☎23-5618

講習内容

対
象
　
市
内
在
住
の
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
。

1歳
（平成20年2月2日生）

父　菖蒲田　崇さん

母　　　　てるみさん（新城・鳥原）

仲良しだから「いつも一緒�ケンカも
　　　　　　　 するけど、大好きだよ」

あいりちゃん

5歳
（平成15年4月1日生）ひとみちゃん

（左）

（右）

地域振興課
〒441-1692（住所不要）鳳来総合支所　地域振興課
�32‐0513  　hri-tiikishinko@city.shinshiro.lg.jp

新城医師会　�23‐3665  

日　程� 　　　　　　内　　　　　　　容

4/16

4/23

5/7

5/14

5/21

5/28

6/4

6/11

6/18

6/25

開講式

つたえあってみましょう①

つたえあってみましょう②

自己紹介をしましょう①

名前を紹介しましょう

自己紹介をしましょう②

家族を紹介しましょう

自己紹介をしましょう③

趣味について話しましょう

自己紹介をしましょう④

数字を使って話しましょう

自己紹介をしましょう⑤

仕事について話しましょう

自己紹介をしましょう⑥

あなたの家を紹介しましょう

自己紹介をしましょう

～まとめ～

閉講式

茶話会・手話サークル「イコール」入会手続き・その他

じ
ょ
う
ほ
う
課  

�
23
‐
7
6
2
3

●所

●所

●対

●￥

●￥

●申●問

－ひとりで抱え込まないで－

　無料（事前登録は不要です）

　400人

午前9時～午後4時（土日は除く）

物忘れ・認知症について知りたい人、心配な人、
どなたでもご参加いただけます。

　4月25日（土）　午後2時～4時

　新城文化会館

プログラム

講演（午後2時～3時30分）

「認知症の理解とケア者の支援」
松本診療所（ものわすれクリニック）院長

大阪人間科学大学　教授　松本一生 先生

け ん こ ん い ん

いっしょう

て づかともひろ

めぐみ

あ い り

ね　い ろ 　 　 ひび

お の だ や す ひろ

い ざわ 　な 　 な
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広報しんしろ「ほのか」は、環境に優しい大豆インキおよび再生紙を使用しています。 32広報しんしろ 2009.4

小林宏之さん
吉川地区出身

（日本航空機長）

「夜と昼と地球」（ベラルーシの首都ミンスク上空　2008年1月）

 

昨
年
は
7
月
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト

の
主
要
テ
ー
マ
に
「
地
球
環
境
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
環
境
へ
の
関
心
が

高
ま
り
ま
し
た
。
「
高
度
１
万
メ
ー

ト
ル
か
ら
見
た
地
球
環
境
」
に
つ
い

て
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
「
か
け
が
え

の
な
い
地
球
」
の
美
し
さ
と
、
近
年

の
急
速
な
温
暖
化
に
よ
る
地
球
の
姿

の
変
貌
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昨
年
10
月
11
日
に
は
、

市
民
環
境
講
座
で
、
自
分
が
生
ま
れ

育
っ
た
新
城
の
皆
さ
ん
に
直
接
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

 

私
は
、
長
年
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル

か
ら
地
球
を
ほ
ぼ
く
ま
な
く
見
続
け

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
4
月
号
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

に
、
広
報
紙
を
通
じ
て
「
高
度
１
万

メ
ー
ト
ル
か
ら
見
た
地
球
環
境
」
の

よ
う
す
を
お
届
け
し
ま
す
。
か
け
が

え
の
な
い
美
し
い
地
球
を
次
世
代
に

残
す
た
め
に
、
環
境
面
で
も
恵
ま
れ

て
い
る
新
城
を
子
ど
も
や
孫
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
そ
し
て
、
さ
ら
に
住

み
や
す
く
魅
力
の
あ
る
新
城
に
す
る

た
め
に
も
、
環
境
へ
の
関
心
を
深
め
、

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
き
っ
か

け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

 
写
真
は
、
日
没
後
間
も
な
い
地
上

を
高
度
１
万
メ
ー
ト
ル
の
上
空
か
ら

見
た
光
景
で
あ
る
。
下
部
は
す
で
に

夜
を
迎
え
て
い
る
地
上
で
、
上
部
の

闇
は
地
球
の
陰
に
な
っ
て
太
陽
の
光

が
届
か
な
い
夜
の
空
で
あ
る
。
文
字

ど
お
り
漆
黒
の
世
界
で
あ
る
。

 
そ
の
二
つ
の
夜
を
切
り
裂
く
よ
う

に
昼
の
空
が
差
し
込
ん
で
い
る
。
夜

の
「
静
」
に
対
し
て
「
動
」
を
感
じ

さ
せ
る
一
筋
の
光
で
も
あ
る
。
こ
の

光
が
地
球
の
輪
郭
を
際
立
た
せ
る
。

湾
曲
す
る
地
平
線
が
、
改
め
て
「
地

球
は
丸
い
」
「
地
球
は
そ
ん
な
に
大

き
く
は
な
い
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま

成
田
か
ら
ロ
ー
マ
へ
飛
行
中
に
撮
影

し
た
ミ
ン
ス
ク
上
空
の
よ
う
す
で
あ

る
が
、
新
城
で
も
、
わ
ず
か
１
万
メ

ー
ト
ル
の
上
空
で
は
こ
の
よ
う
な
光

景
の
瞬
間
が
あ
る
の
だ
。

（
小
林
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

こ
の
４
月
号
か
ら
来
年
の
３
月
号
ま

で
連
載
で
お
届
け
す
る
予
定
で
す
）

※
撮
影
は
、
巡
航
中
に
安
定
し
た
状
 
 

 
況
下
で
、
運
航
の
安
全
を
確
認
し
 
 

 
た
上
で
行
っ
て
い
ま
す
。

地
球
は
丸
い
、

そ
ん
な
に
大
き
く
は
な
い
（１）

No.1

小林宏之さんのプロフィール

　昭和21年「新城市吉川」生まれ。
幼少時代を作手田代、愛郷で過
ごす。昭和43年にJAL（日本航空
株式会社）に入社。
　現在、広報部付の機長として
パイロットの仕事と同時に、PR
活動などで使用する写真も撮影
しています。

と

う

や

 
こ

し

っ

こ

く


